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研究論文

一
、

　は
じ
め
に

　
飛
鳥
・
奈
良
時
代
（
以
下
、
上
代
と
記
す
）
に
日
本
で
成
立
し
た
文
献
に
お
け
る
文
字

列
を
二
分
類
す
れ
ば
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
日
本
語
文
と
中
国
語
文
と
に
大
別
で
き
る
。
ま

た
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
形
式
的
な
制
限
を
加
え
ら
れ
な
い
散
文
と
、
韻
律
や
音
数
な
ど

に
制
約
さ
れ
る
韻
文
と
に
概
ね
分
け
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
韻
文
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
は
、
和
歌
と
漢
詩
で
あ
る
。
現
存
す
る

上
代
の
和
歌
は
そ
の
大
部
分
が
『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
る
ほ
か
、『
古
事
記
』

や
『
日
本
書
紀
』、「
風
土
記
」
な
ど
に
も
収
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
は
殆
ど

が
写
本
に
よ
り
伝
来
す
る
た
め
、
訓
詁
注
釈
に
先
立
つ
文
字
列
の
確
定
が
要
求
さ

れ
、
文
字
列
が
確
定
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
の
解
釈
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
上
代
に
書
か
れ
た
ま
ま
の
姿
を
残
す
和
歌
も
、
金
石

飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
漢
詩
と
そ
の
研
究
の
現
状

要
　旨

　
飛
鳥
・
奈
良
時
代
（
上
代
）
の
日
本
の
文
献
は
、
漢
字
で
書
か
れ
た
日
本
語
文
と
中
国
語
文
に
大
別
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

散
文
と
韻
文
に
分
か
れ
る
。
韻
文
に
は
和
歌
と
漢
詩
が
含
ま
れ
、
和
歌
は
『
万
葉
集
』
や
『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』、

そ
し
て
一
部
の
歴
史
的
資
料
に
収
め
ら
れ
る
。
和
歌
の
多
く
は
写
本
に
よ
り
伝
わ
る
た
め
、
文
字
列
の
揺
れ
が
生
じ
る
。

た
だ
し
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
書
か
れ
た
ま
ま
の
和
歌
も
一
部
存
在
す
る
。

　
漢
詩
は
、『
懐
風
藻
』
な
ど
の
文
学
作
品
や
歴
史
的
資
料
に
見
ら
れ
、
特
に
『
懐
風
藻
』
は
１
２
０
以
上
の
上
代
漢
詩

を
収
録
す
る
。
ま
た
、
木
簡
や
正
倉
院
文
書
の
楽
書
、
金
石
文
に
も
漢
詩
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
和
歌
に
比
し

て
研
究
状
況
が
芳
し
く
な
く
、
未
詳
な
事
柄
も
多
い
。

　
本
稿
は
、
上
代
の
漢
詩
研
究
の
歴
史
と
現
在
の
状
況
を
概
観
し
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。『
懐
風
藻
』お
よ
び
上
代
の
歴
史
資
料
に
お
け
る
漢
詩
の
先
行
研
究
の
状
況
を
整
理
・
批
判
し
、
そ
の
う
え
で
、
現
状『
万

葉
集
』
な
ど
他
の
上
代
文
学
作
品
に
比
べ
れ
ば
そ
の
研
究
状
況
の
遅
れ
は
あ
る
も
の
の
、
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
を

論
じ
た
。
そ
し
て
今
後
の
漢
詩
研
究
の
展
望
に
つ
い
て
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
中
で
読
む
こ
と
こ
そ
が
そ
の
理
解
を

発
展
さ
せ
、
ま
た
、
上
代
日
本
漢
詩
の
独
自
性
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
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文
や
木
簡
、
正
倉
院
文
書
な
ど
の
歴
史
的
資
料
に
僅
か
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
和
歌
に
対
照
的
な
存
在
で
あ
る
の
が
漢
詩
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
文
学

作
品
は
『
懐
風
藻
』
が
そ
の
筆
頭
で
あ
り
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
の
書
誌
を
持
ち
、

飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
に
至
る
ま
で
の
詩
お
よ
そ
一
二
〇
首
を
収
め
る
、
上
代
漢
詩
群
と
し

て
は
一
大
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
編
ま
れ
た
『
万
葉
集
』
1
に
も
、

　「
日
本
挽
歌
」
前
置
七
言
詩
（
５
・
新
七
九
七
）

　「
悲
歎
俗
道
仮
合
即
離
易
去
難
留
詩
一
首
并
序

」（
５
・
新
九
〇
一
）

　「
七
言
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
并
序

」（
17
・
新
三
九
九
五
）

　「
七
言
一
首
」（
17
・
新
三
九
九
九
）

の
四
首
の
漢
詩
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
安
期
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
の
成
立
で

は
あ
る
が
、
勅
撰
三
集
の
一
つ
『
経
国
集
』
に
も
石
上
宅
嗣
や
藤
原
宇
合
、
淡
海
三
船
な

ど
の
奈
良
時
代
の
人
物
の
詩
や
対
策
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
伝
本
に
よ
る
本
文
異
同
の
問
題
を
は
ら
む
も
の
の
、
上
代
漢
詩
を
群
と
し
て

残
し
そ
の
体
系
的
調
査
が
可
能
な
点
で
、
研
究
の
基
軸
と
な
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　
ま
た
歴
史
資
料
と
し
て
は
木
簡
や
正
倉
院
文
書
の
楽
書
に
記
さ
れ
た
、
完
形
、
断
片
の

漢
詩
が
み
え
る
。
ま
た
、
金
石
文
に
み
え
る
韻
文
類
も
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
は
『
懐
風
藻
』
等
の
文
学
作
品
に
み
え
る
漢
詩
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
数
は
圧
倒
的

に
少
な
い
。
し
か
し
文
学
作
品
の
間
隙
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
文
学
的
意
義
を
ま

ず
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
こ
れ
ら
伝
存
資
料
に
記
さ
れ
た
漢
詩

の
重
要
性
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
原
本
で
あ
り
、
校
勘
の
必
要
性
が
な
い
生
の
資
料
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
今
後
の
新
出
資
料
の
出
現
が
高
い
確
率
で
期
待
で
き
る
こ
と
に

尽
き
る
だ
ろ
う
。

　
上
代
漢
詩
の
数
は
、『
万
葉
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
上
代
和
歌
の
伝
存
数
に
は
遠
く
及

ば
な
い
。
し
か
し
唐
風
文
化
時
代
と
も
い
え
る
上
代
に
お
い
て
は
、
韻
文
文
芸
の
あ
り
か

た
は
、大

津
皇
子
の
初
め
て
詩
賦
を
作
り
し
よ
り
、
詞
人
才
子
、
風
を
慕
ひ
塵
を
継
ぐ
。
彼

の
漢
家
の
字
を
移
し
て
、
我
日
或
の
俗
を
化
す
。
民
業
一
た
び
改
つ
て
、
和
歌
漸
く

衰
ふ
。（『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
）

と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
詩
が
そ
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ム
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
現
在
の
上
代
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
韻
文
研
究
と
い
え
ば
『
万
葉

集
』
が
そ
の
中
核
に
位
置
し
て
お
り
、
上
代
漢
詩
研
究
は
そ
の
辺
縁
に
位
置
付
け
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
定
分
野
の
発
表
論
文
数
が
必
ず
し
も
そ
の
分
野
の
研
究
深
度

を
示
す
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
上
代
漢
詩
を
扱
っ
た
論
文
数
、
取
り
組
む
研
究
者
の
数
は
、
決
し
て
多
く
な
い
。
具

体
的
な
数
値
を
例
示
す
る
と
す
れ
ば
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」へ
の
登
録
論
文
数
が
一
つ
の
指
標
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
本
稿
を
執
筆
現
在（
最

終
更
新
日:

二
〇
二
三
年
九
月
八
日
）、「
万
葉
集
」
の
項
に
は
一
八
一
八
八
本
が
登
録
さ

れ
て
い
る
一
方
、「
漢
文
学
」
の
項
へ
の
登
録
は
四
三
八
本
と
、
懸
隔
は
明
ら
か
で
あ
る
。

決
し
て
和
歌
研
究
に
比
し
て
盛
ん
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
う
し
た

状
況
も
手
伝
っ
て
か
、
例
え
ば
『
懐
風
藻
』
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
注
釈
書

類
に
注
釈
史
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、『
懐
風
藻
』
と
い
う
作
品
の
研
究
が

い
か
な
る
立
ち
位
置
に
あ
る
の
か
を
眺
め
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
歴
史
資
料
に
お
け
る
上

代
漢
詩
の
研
究
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
も
そ
も
研
究
史
と
い
え
る
ほ
ど
の
数
が
な
い
。

　
本
稿
で
は
『
懐
風
藻
』
と
歴
史
資
料
に
お
け
る
漢
詩
の
研
究
史
と
現
状
を
概
観
し
、
上

代
漢
詩
研
究
の
今
後
の
展
望
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　二
、

　『懐
風
藻
』
の
研
究
の
現
状

（
一
）

　伝
本
研
究
と
本
文
批
判

　
土
佐
朋
子
氏
「『
懐
風
藻
』
伝
本
お
よ
び
本
文
の
諸
問
題
」（『
東
京
医
科
歯
科
大
学
教

養
部
研
究
紀
要
』
四
四
号
、
二
〇
一
四
年
）
は
『
懐
風
藻
』
の
研
究
が
盛
ん
で
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、

『
懐
風
藻
』
の
作
品
研
究
が
立
ち
後
れ
て
い
る
要
因
の
一
つ
は
、
伝
本
系
統
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
善
本
文
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
漢
詩
文
研

究
は
、
漢
籍
に
お
け
る
出
典
や
韻
の
考
察
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
典
拠
や
韻
が
考

察
で
き
な
け
れ
ば
作
品
そ
の
も
の
を
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
文
が
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
で
は
そ
れ
ら
を
確
実
に
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
昨

今
で
は
電
子
検
索
シ
ス
テ
ム
の
向
上
と
普
及
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
網
羅
的
な
出
典

考
証
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
確
か
な
本
文
に
も
と
づ
い
て
初
め
て
有
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二

効
な
も
の
に
な
る
。
本
文
が
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
で
は
、
出
典
考
証
も
韻
に
も
と
づ

く
検
証
も
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

と
、
本
文
整
備
の
問
題
に
起
因
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
早
く
は
一
九
二
四
年
に『
校

本
万
葉
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
比
べ
、『
懐
風
藻
』
は
定
本
と
い
え
る
テ
キ
ス
ト
が

存
在
せ
ず
、
本
文
校
訂
は
個
々
の
注
釈
書
等
が
都
度
独
自
に
行
っ
て
い
た
。
例
え
ば
釈
清

潭
氏
『
懐
風
藻
新
釈
』（
丙
午
出
版
社
、
一
九
二
九
年
）は
研
究
に
お
け
る
本
文
校
訂
の
必

要
性
を
認
め
た
う
え
で
、「
此
れ
を
為
さ
ざ
る
は
読
者
の
読
み
易
き
を
主
と
す
れ
ば
な
り
」

と
、『
宝
永
二
年
版
本
』
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
以
降
も
戦
前
の
諸
注
釈
は
、

刊
本
の
相
互
参
照
に
よ
っ
て
本
文
確
定
を
行
っ
て
き
た

2
。

　
明
確
に
本
文
批
判
を
打
ち
出
し
た
も
の
は
、
大
野
保
氏
『
懐
風
藻
の
研
究
　
本
文
批
判

と
註
釈
研
究
』（
三
省
堂
、
一
九
五
七
年
）を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以

来
、『
懐
風
藻
』
の
伝
本
研
究
は
興
隆
の
兆
し
を
み
せ
る
。
田
村
謙
治
氏
「
懐
風
藻
の
基

礎
的
研
究
（
諸
本
に
つ
い
て
）」（『
城
南
紀
要
』
六
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
）、「
懐
風
藻
研

究
史
　
―
江
戸
版
本
の
書
入
に
つ
い
て
―
」（『
城
南
紀
要
』
八
号
、
一
九
七
二
年
三
月
）、

沖
光
正
氏「『
懐
風
藻
』刊
本
の
研
究
」（『
上
代
文
学
』六
七
号
、
一
九
九
一
年
一
一
月
）、「
伊

藤
坦
菴
書
入
本
『
懐
風
藻
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
懐
風
藻
研
究
』
二
号
、
一
九
九
八

年
三
月
）、「
懐
風
藻
の
諸
写
本
」（
辰
巳
正
明
氏
編
『
懐
風
藻
　
―
漢
字
文
化
圏
の
中
の

日
本
古
代
漢
詩
―
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
と
伝
本
に
関
す
る
研
究
が
継
続

さ
れ
た
。
近
年
に
お
い
て
は
土
佐
朋
子
氏
が
未
紹
介
写
本
の
紹
介
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
3
。

　
こ
う
し
た
『
懐
風
藻
』
の
伝
本
研
究
の
一
つ
の
到
達
点
が
、
土
佐
朋
子
氏
編
『
新
典
社

研
究
叢
書
335
　
校
本
懐
風
藻
』（
新
典
社
、
二
〇
二
一
年
）で
あ
る
。
三
五
本
の
写
本
、
四

本
の
版
本
が
対
校
に
用
い
ら
れ
、
か
つ
諸
本
の
解
題
も
極
め
て
充
実
し
て
い
る
。
戦
前
の

注
釈
書
に
お
い
て
は
版
本
類
数
点
し
か
参
照
で
き
な
か
っ
た
の
に
比
べ
れ
ば
、
参
照
可
能

な
伝
本
の
数
は
驚
異
的
に
増
加
し
て
い
る
。
前
掲
土
佐
論
文
の
本
文
整
備
に
関
す
る
懸
念

は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
翻
っ
て
、
今
後
の
『
懐
風
藻
』
研
究
に
お
い

て
は
、
よ
り
高
精
度
な
本
文
の
検
討
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
　注
釈
史
に
つ
い
て

　
他
の
上
代
文
学
作
品
に
比
べ
、『
懐
風
藻
』
は
注
釈
書
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
注
釈
史
も

新
し
い
。
現
在
確
認
で
き
る
最
も
古
い
注
釈
書
は
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
の
自
序
を

持
つ
、
今
井
舎
人
（
鈴
木
真
年
）の
『
懐
風
藻
箋
註
』

4
で
あ
る
。
ま
た
、
注
釈
書
で
は
な

い
も
の
の
、『
狩
谷

斎
書
入
本
』（『
寛
政
版
本
』書
入
、
部
分
注
）、『
伴
直
方
自
筆
校
正
本
』

（『
群
書
類
従
本
』
書
入
）
も
近
世
の
注
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
『
懐
風
藻
』
の

注
釈
史
が
厚
み
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
近
代
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。

　
昭
和
期
、
戦
前
の
注
釈
書
と
し
て
は
、

釈
清
潭
氏 『
懐
風
藻
新
釈
』（
丙
午
出
版
社
、
一
九
二
七
年
　
以
下
、『
釈
新
釈
』）

沢
田
総
清
氏 

『
懐
風
藻
註
釈
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
三
年
　
以
下
、『
沢
田
註
釈
』）

世
良
亮
一
氏 

『
懐
風
藻
詳
釈
』（
教
育
出
版
社
、
一
九
三
八
年
　
以
下
、『
世
良
詳
釈
』）

杉
本
行
夫
氏 

（
註
釈
）『
懐
風
藻
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
三
年
　
以
下
、『
杉
本
註
釈
』）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
後
既
に
小
島
憲
之
氏

5
が
、
戦
前
の
注
釈
書
に
つ
い
て
「
現
在
と
し

て
は
注
釈
史
的
意
義
し
か
も
た
な
い
も
の
も
あ
る
」
と
批
判
を
行
っ
た
よ
う
に
、
現
在
の

学
術
的
水
準
か
ら
み
れ
ば
庸
劣
の
感
が
否
め
な
い

6
。
し
か
し
『
杉
本
註
釈
』
は
小
島
氏

が
「
す
ぐ
れ
た
参
考
書
」
と
高
く
評
す
る
よ
う
に
、
語
釈
、
校
勘
と
も
に
入
念
に
行
わ
れ

て
お
り
、
作
詩
事
情
な
ど
の
補
足
に
も
相
当
な
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
他
の
戦
前
の
注
釈

書
の
多
分
に
漏
れ
ず
、
典
拠
の
例
示
が
や
や
粗
略
な
部
分
も
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
戦
前
期
の

注
釈
書
と
し
て
は
図
抜
け
た
完
成
度
で
あ
り
、
今
な
お
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

　
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
は
、
ま
ず
大
野
保
氏
『
懐
風
藻
の
研
究
　
本
文
批
判
と
註

釈
研
究
』（
三
省
堂
、
一
九
五
七
　
以
下
、『
大
野
研
究
』）が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
全
詩
注
釈

で
は
な
い
も
の
の
、「
注
釈
篇
」
お
よ
び
「
懐
風
藻
用
語
典
拠
雑
考
」
は
実
証
的
で
あ
る
。

つ
い
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
は
、
林
古
渓
氏
『
懐
風
藻
新
註
』（
明
治
書
院
、
一
九
五
八

年
　
以
下
、『
林
新
註
』）が
あ
る
。『
林
新
註
』
は
組
版
が
完
成
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

戦
災
の
影
響
に
よ
り
刊
行
が
さ
れ
ず

7
、
作
者
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
厳

密
に
は
戦
前
の
注
釈
書
に
並
ぶ
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
典
拠
の
指
摘
は
新
説
も
多
い

な
が
ら
極
め
て
正
確
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
作
者
伝
記
に
対
す
る
注
も
充
実
し
て
い
る
。
小
島
憲
之
氏
に
よ
る
書
評

8
に
も
、「
定

説
と
な
る
べ
き
も
の
頗
る
多
く
、
諸
注
の
最
上
位
に
あ
る
こ
と
は
、
諸
手
を
あ
げ
て
喜
び

た
い
」
と
絶
賛
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
注
釈
書
に
比
し
て
も
卓
越
し
た
完
成
度
を
誇
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
精
良
な
注
釈
書
の
出
現
が
続
い
た
戦
後
期
に
お
い
て
、
小
島

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状
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文
や
木
簡
、
正
倉
院
文
書
な
ど
の
歴
史
的
資
料
に
僅
か
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
和
歌
に
対
照
的
な
存
在
で
あ
る
の
が
漢
詩
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
文
学

作
品
は
『
懐
風
藻
』
が
そ
の
筆
頭
で
あ
り
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
の
書
誌
を
持
ち
、

飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
に
至
る
ま
で
の
詩
お
よ
そ
一
二
〇
首
を
収
め
る
、
上
代
漢
詩
群
と
し

て
は
一
大
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
編
ま
れ
た
『
万
葉
集
』
1
に
も
、

　「
日
本
挽
歌
」
前
置
七
言
詩
（
５
・
新
七
九
七
）

　「
悲
歎
俗
道
仮
合
即
離
易
去
難
留
詩
一
首
并
序

」（
５
・
新
九
〇
一
）

　「
七
言
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
并
序

」（
17
・
新
三
九
九
五
）

　「
七
言
一
首
」（
17
・
新
三
九
九
九
）

の
四
首
の
漢
詩
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
安
期
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
の
成
立
で

は
あ
る
が
、
勅
撰
三
集
の
一
つ
『
経
国
集
』
に
も
石
上
宅
嗣
や
藤
原
宇
合
、
淡
海
三
船
な

ど
の
奈
良
時
代
の
人
物
の
詩
や
対
策
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
伝
本
に
よ
る
本
文
異
同
の
問
題
を
は
ら
む
も
の
の
、
上
代
漢
詩
を
群
と
し
て

残
し
そ
の
体
系
的
調
査
が
可
能
な
点
で
、
研
究
の
基
軸
と
な
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　
ま
た
歴
史
資
料
と
し
て
は
木
簡
や
正
倉
院
文
書
の
楽
書
に
記
さ
れ
た
、
完
形
、
断
片
の

漢
詩
が
み
え
る
。
ま
た
、
金
石
文
に
み
え
る
韻
文
類
も
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
は
『
懐
風
藻
』
等
の
文
学
作
品
に
み
え
る
漢
詩
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
数
は
圧
倒
的

に
少
な
い
。
し
か
し
文
学
作
品
の
間
隙
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
文
学
的
意
義
を
ま

ず
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
こ
れ
ら
伝
存
資
料
に
記
さ
れ
た
漢
詩

の
重
要
性
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
原
本
で
あ
り
、
校
勘
の
必
要
性
が
な
い
生
の
資
料
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
今
後
の
新
出
資
料
の
出
現
が
高
い
確
率
で
期
待
で
き
る
こ
と
に

尽
き
る
だ
ろ
う
。

　
上
代
漢
詩
の
数
は
、『
万
葉
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
上
代
和
歌
の
伝
存
数
に
は
遠
く
及

ば
な
い
。
し
か
し
唐
風
文
化
時
代
と
も
い
え
る
上
代
に
お
い
て
は
、
韻
文
文
芸
の
あ
り
か

た
は
、大

津
皇
子
の
初
め
て
詩
賦
を
作
り
し
よ
り
、
詞
人
才
子
、
風
を
慕
ひ
塵
を
継
ぐ
。
彼

の
漢
家
の
字
を
移
し
て
、
我
日
或
の
俗
を
化
す
。
民
業
一
た
び
改
つ
て
、
和
歌
漸
く

衰
ふ
。（『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
）

と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
詩
が
そ
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ム
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
現
在
の
上
代
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
韻
文
研
究
と
い
え
ば
『
万
葉

集
』
が
そ
の
中
核
に
位
置
し
て
お
り
、
上
代
漢
詩
研
究
は
そ
の
辺
縁
に
位
置
付
け
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
定
分
野
の
発
表
論
文
数
が
必
ず
し
も
そ
の
分
野
の
研
究
深
度

を
示
す
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
上
代
漢
詩
を
扱
っ
た
論
文
数
、
取
り
組
む
研
究
者
の
数
は
、
決
し
て
多
く
な
い
。
具

体
的
な
数
値
を
例
示
す
る
と
す
れ
ば
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」へ
の
登
録
論
文
数
が
一
つ
の
指
標
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
本
稿
を
執
筆
現
在（
最

終
更
新
日:

二
〇
二
三
年
九
月
八
日
）、「
万
葉
集
」
の
項
に
は
一
八
一
八
八
本
が
登
録
さ

れ
て
い
る
一
方
、「
漢
文
学
」
の
項
へ
の
登
録
は
四
三
八
本
と
、
懸
隔
は
明
ら
か
で
あ
る
。

決
し
て
和
歌
研
究
に
比
し
て
盛
ん
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
う
し
た

状
況
も
手
伝
っ
て
か
、
例
え
ば
『
懐
風
藻
』
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
注
釈
書

類
に
注
釈
史
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、『
懐
風
藻
』
と
い
う
作
品
の
研
究
が

い
か
な
る
立
ち
位
置
に
あ
る
の
か
を
眺
め
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
歴
史
資
料
に
お
け
る
上

代
漢
詩
の
研
究
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
も
そ
も
研
究
史
と
い
え
る
ほ
ど
の
数
が
な
い
。

　
本
稿
で
は
『
懐
風
藻
』
と
歴
史
資
料
に
お
け
る
漢
詩
の
研
究
史
と
現
状
を
概
観
し
、
上

代
漢
詩
研
究
の
今
後
の
展
望
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　二
、
　『懐
風
藻
』
の
研
究
の
現
状

（
一
）
　伝
本
研
究
と
本
文
批
判

　
土
佐
朋
子
氏
「『
懐
風
藻
』
伝
本
お
よ
び
本
文
の
諸
問
題
」（『
東
京
医
科
歯
科
大
学
教

養
部
研
究
紀
要
』
四
四
号
、
二
〇
一
四
年
）
は
『
懐
風
藻
』
の
研
究
が
盛
ん
で
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、

『
懐
風
藻
』
の
作
品
研
究
が
立
ち
後
れ
て
い
る
要
因
の
一
つ
は
、
伝
本
系
統
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
善
本
文
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
漢
詩
文
研

究
は
、
漢
籍
に
お
け
る
出
典
や
韻
の
考
察
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
典
拠
や
韻
が
考

察
で
き
な
け
れ
ば
作
品
そ
の
も
の
を
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
文
が
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
で
は
そ
れ
ら
を
確
実
に
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
昨

今
で
は
電
子
検
索
シ
ス
テ
ム
の
向
上
と
普
及
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
網
羅
的
な
出
典

考
証
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
確
か
な
本
文
に
も
と
づ
い
て
初
め
て
有
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二

効
な
も
の
に
な
る
。
本
文
が
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
で
は
、
出
典
考
証
も
韻
に
も
と
づ

く
検
証
も
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

と
、
本
文
整
備
の
問
題
に
起
因
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
早
く
は
一
九
二
四
年
に『
校

本
万
葉
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
比
べ
、『
懐
風
藻
』
は
定
本
と
い
え
る
テ
キ
ス
ト
が

存
在
せ
ず
、
本
文
校
訂
は
個
々
の
注
釈
書
等
が
都
度
独
自
に
行
っ
て
い
た
。
例
え
ば
釈
清

潭
氏
『
懐
風
藻
新
釈
』（
丙
午
出
版
社
、
一
九
二
九
年
）は
研
究
に
お
け
る
本
文
校
訂
の
必

要
性
を
認
め
た
う
え
で
、「
此
れ
を
為
さ
ざ
る
は
読
者
の
読
み
易
き
を
主
と
す
れ
ば
な
り
」

と
、『
宝
永
二
年
版
本
』
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
以
降
も
戦
前
の
諸
注
釈
は
、

刊
本
の
相
互
参
照
に
よ
っ
て
本
文
確
定
を
行
っ
て
き
た

2
。

　
明
確
に
本
文
批
判
を
打
ち
出
し
た
も
の
は
、
大
野
保
氏
『
懐
風
藻
の
研
究
　
本
文
批
判

と
註
釈
研
究
』（
三
省
堂
、
一
九
五
七
年
）を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以

来
、『
懐
風
藻
』
の
伝
本
研
究
は
興
隆
の
兆
し
を
み
せ
る
。
田
村
謙
治
氏
「
懐
風
藻
の
基

礎
的
研
究
（
諸
本
に
つ
い
て
）」（『
城
南
紀
要
』
六
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
）、「
懐
風
藻
研

究
史
　
―
江
戸
版
本
の
書
入
に
つ
い
て
―
」（『
城
南
紀
要
』
八
号
、
一
九
七
二
年
三
月
）、

沖
光
正
氏「『
懐
風
藻
』刊
本
の
研
究
」（『
上
代
文
学
』六
七
号
、
一
九
九
一
年
一
一
月
）、「
伊

藤
坦
菴
書
入
本
『
懐
風
藻
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
懐
風
藻
研
究
』
二
号
、
一
九
九
八

年
三
月
）、「
懐
風
藻
の
諸
写
本
」（
辰
巳
正
明
氏
編
『
懐
風
藻
　
―
漢
字
文
化
圏
の
中
の

日
本
古
代
漢
詩
―
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
と
伝
本
に
関
す
る
研
究
が
継
続

さ
れ
た
。
近
年
に
お
い
て
は
土
佐
朋
子
氏
が
未
紹
介
写
本
の
紹
介
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
3
。

　
こ
う
し
た
『
懐
風
藻
』
の
伝
本
研
究
の
一
つ
の
到
達
点
が
、
土
佐
朋
子
氏
編
『
新
典
社

研
究
叢
書
335
　
校
本
懐
風
藻
』（
新
典
社
、
二
〇
二
一
年
）で
あ
る
。
三
五
本
の
写
本
、
四

本
の
版
本
が
対
校
に
用
い
ら
れ
、
か
つ
諸
本
の
解
題
も
極
め
て
充
実
し
て
い
る
。
戦
前
の

注
釈
書
に
お
い
て
は
版
本
類
数
点
し
か
参
照
で
き
な
か
っ
た
の
に
比
べ
れ
ば
、
参
照
可
能

な
伝
本
の
数
は
驚
異
的
に
増
加
し
て
い
る
。
前
掲
土
佐
論
文
の
本
文
整
備
に
関
す
る
懸
念

は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
翻
っ
て
、
今
後
の
『
懐
風
藻
』
研
究
に
お
い

て
は
、
よ
り
高
精
度
な
本
文
の
検
討
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
　注
釈
史
に
つ
い
て

　
他
の
上
代
文
学
作
品
に
比
べ
、『
懐
風
藻
』
は
注
釈
書
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
注
釈
史
も

新
し
い
。
現
在
確
認
で
き
る
最
も
古
い
注
釈
書
は
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
の
自
序
を

持
つ
、
今
井
舎
人
（
鈴
木
真
年
）の
『
懐
風
藻
箋
註
』

4
で
あ
る
。
ま
た
、
注
釈
書
で
は
な

い
も
の
の
、『
狩
谷

斎
書
入
本
』（『
寛
政
版
本
』書
入
、
部
分
注
）、『
伴
直
方
自
筆
校
正
本
』

（『
群
書
類
従
本
』
書
入
）
も
近
世
の
注
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
『
懐
風
藻
』
の

注
釈
史
が
厚
み
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
近
代
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。

　
昭
和
期
、
戦
前
の
注
釈
書
と
し
て
は
、

釈
清
潭
氏 『
懐
風
藻
新
釈
』（
丙
午
出
版
社
、
一
九
二
七
年
　
以
下
、『
釈
新
釈
』）

沢
田
総
清
氏 

『
懐
風
藻
註
釈
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
三
年
　
以
下
、『
沢
田
註
釈
』）

世
良
亮
一
氏 

『
懐
風
藻
詳
釈
』（
教
育
出
版
社
、
一
九
三
八
年
　
以
下
、『
世
良
詳
釈
』）

杉
本
行
夫
氏 

（
註
釈
）『
懐
風
藻
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
三
年
　
以
下
、『
杉
本
註
釈
』）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
後
既
に
小
島
憲
之
氏

5
が
、
戦
前
の
注
釈
書
に
つ
い
て
「
現
在
と
し

て
は
注
釈
史
的
意
義
し
か
も
た
な
い
も
の
も
あ
る
」
と
批
判
を
行
っ
た
よ
う
に
、
現
在
の

学
術
的
水
準
か
ら
み
れ
ば
庸
劣
の
感
が
否
め
な
い

6
。
し
か
し
『
杉
本
註
釈
』
は
小
島
氏

が
「
す
ぐ
れ
た
参
考
書
」
と
高
く
評
す
る
よ
う
に
、
語
釈
、
校
勘
と
も
に
入
念
に
行
わ
れ

て
お
り
、
作
詩
事
情
な
ど
の
補
足
に
も
相
当
な
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
他
の
戦
前
の
注
釈

書
の
多
分
に
漏
れ
ず
、
典
拠
の
例
示
が
や
や
粗
略
な
部
分
も
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
戦
前
期
の

注
釈
書
と
し
て
は
図
抜
け
た
完
成
度
で
あ
り
、
今
な
お
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

　
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
は
、
ま
ず
大
野
保
氏
『
懐
風
藻
の
研
究
　
本
文
批
判
と
註

釈
研
究
』（
三
省
堂
、
一
九
五
七
　
以
下
、『
大
野
研
究
』）が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
全
詩
注
釈

で
は
な
い
も
の
の
、「
注
釈
篇
」
お
よ
び
「
懐
風
藻
用
語
典
拠
雑
考
」
は
実
証
的
で
あ
る
。

つ
い
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
は
、
林
古
渓
氏
『
懐
風
藻
新
註
』（
明
治
書
院
、
一
九
五
八

年
　
以
下
、『
林
新
註
』）が
あ
る
。『
林
新
註
』
は
組
版
が
完
成
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

戦
災
の
影
響
に
よ
り
刊
行
が
さ
れ
ず

7
、
作
者
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
厳

密
に
は
戦
前
の
注
釈
書
に
並
ぶ
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
典
拠
の
指
摘
は
新
説
も
多
い

な
が
ら
極
め
て
正
確
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
作
者
伝
記
に
対
す
る
注
も
充
実
し
て
い
る
。
小
島
憲
之
氏
に
よ
る
書
評

8
に
も
、「
定

説
と
な
る
べ
き
も
の
頗
る
多
く
、
諸
注
の
最
上
位
に
あ
る
こ
と
は
、
諸
手
を
あ
げ
て
喜
び

た
い
」
と
絶
賛
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
注
釈
書
に
比
し
て
も
卓
越
し
た
完
成
度
を
誇
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
精
良
な
注
釈
書
の
出
現
が
続
い
た
戦
後
期
に
お
い
て
、
小
島

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状
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憲
之
氏
『
日
本
古
典
文
学
大
系
69
　
懐
風
藻
　
文
華
秀
麗
集
　
本
朝
文
粋
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
四
年
　
以
下
、『
小
島
大
系
』）
は
ひ
と
つ
の
金
字
塔
と
い
え
よ
う
。
極
め
て
厳
密

か
つ
実
証
的
な
注
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
典
拠
の
分
析
は
初
唐
詩
も
視
野
に
入

れ
た
広
範
な
も
の
で
あ
る
。
語
義
理
解
の
点
で
は
、
本
書
に
及
ぶ
も
の
は
今
な
お
刊
行
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
一
首
の
理
解
と
い
う
点
で
は
、『
林
新
註
』
等
に
比
べ
て
や
や
物

足
り
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
現
在
に
お
い
て
も
詩
の
基
本
的
理
解
に
際
し

て
は
最
良
の
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
戦
後
、
六
〇
年
代
ま
で
は
『
懐
風
藻
』
注
釈
の
充
実
が
図
ら

れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。『
大
野
註
釈
』『
林
新
註
』『
小
島
大
系
』
は
現
在
で
も
一
級
の
も

の
で
あ
り
、
作
品
の
基
礎
理
解
に
お
い
て
、
杖
柱
と
な
る
存
在
で
あ
る
。
六
〇
・
七
〇
年

代
に
『
懐
風
藻
』
を
扱
う
論
が
急
速
に
増
加
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
に
よ
っ
て
作
品

理
解
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
研
究
の
潮
流
が
よ
り
発
展
的
な
も
の
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、

そ
れ
以
降
は
『
懐
風
藻
』
の
全
注
釈
を
行
う
も
の
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。『
小

島
大
系
』
以
降
に
刊
行
が
あ
っ
た
も
の

9
と
し
て
は
、
五
四
首
を
抄
出
、
注
釈
し
た
波
戸

岡
旭
氏
『
標
註
日
本
漢
詩
文
選
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
年
）が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
全

訳
注
と
し
て
は
、
江
口
孝
夫
氏『
懐
風
藻
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）が
あ
る
が
、

著
者
が
解
題
で
「
懐
風
藻
に
詩
を
感
じ
、
詩
を
み
い
だ
せ
る
よ
う
に
努
め
た
の
が
拙
著
で

す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
学
術
的
理
解
よ
り
も
、
詩
の
鑑
賞
に
重
き
を
置
く
こ
と
が
察
せ

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
注
釈
、
解
説
と
も
に
鑑
賞
の
補
助
と
な
る
程
度
の
文
量
に
抑
え
ら

れ
て
い
る
。

　
本
書
執
筆
現
在
、
最
も
新
た
な
注
釈
書
と
し
て
は
、
辰
巳
正
明
氏
『
懐
風
藻
全
注
釈
』

（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
　
以
下
、『
辰
巳
全
注
釈
』）、
お
よ
び
『
懐
風
藻
全
注
釈
　
新

訂
増
補
版
』（
花
鳥
社
、
二
〇
二
一
年
　
以
下
、『
辰
巳
新
訂
』）が
あ
る
。
本
文
校
訂
、
注
釈
、

解
説
を
完
備
し
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
挙
げ
た
諸
注
釈
の
う
ち
で
も
、
最
も
大
規
模
な
も
の

で
あ
ろ
う
。
双
方
と
も
に
漢
籍
に
お
け
る
語
句
の
用
例
を
、「『
出
典
名
』
に~

と
あ
る
」

の
形
式
で
列
挙
す
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
掲
出
範
囲
は
極
め
て
広
範
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
典
拠
論
的
な
語
義
解
釈
で
は
な
く
、
対
象
の
語
句
が
漢
詩
文
中
に
お
い
て
い
か
な
る

表
現
性
を
有
す
る
か
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
注
釈
態
度
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
そ
の
掲

出
意
図
が
不
分
明
な
箇
所
も
み
え
る
。
ま
た
、
本
文
校
訂
上
の
問
題
が
少
な
か
ら
ず
あ
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
10
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
近
世
か
ら
現
在
ま
で
の
『
懐
風
藻
』
注
釈
史
に
つ
い
て
概
観
し
て
き

た
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
注
釈
と
作
品
分
析
と
は
、
相
互
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

合
う
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
現
在『
懐
風
藻
』は
、
作
品
論
や
表
現
論
な
ど
、
様
々

な
方
法
に
よ
る
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。『
万
葉
集
全
注
』
が
刊
行
時
の

最
新
の
知
見
を
多
分
に
取
り
入
れ
、
よ
り
清
新
な
注
釈
が
為
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在

の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
注
釈
が
可
能
な
段
階
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
在
注
目
す
べ
き
試
み
が
さ
れ
て
い
る
。『
早
稲
田
大
学
日
本

古
典
籍
研
究
所
年
報
』
一
一
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
に
は
「
懐
風
藻
注
釈
稿
」
と
題
し
、

八
首
分
の
注
釈
が
掲
載
さ
れ
る
が
11
、
そ
れ
が
「
研
究
会
に
お
け
る
検
討
を
経
て
、
現
在

の
研
究
状
況
に
即
し
た
新
た
な
注
釈
書
の
作
成
を
目
指
し
」
た
も
の
で
あ
る
旨
が
序
言
に

示
さ
れ
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
詩
の
注
釈
は
、
本
文
・
校
異
・
韻
字
・
作
者
・
詩
題
・

語
釈
・
現
代
語
訳
・
考
察
の
項
目
か
ら
な
る
。
さ
ら
に
語
釈
に
お
い
て
は
、
解
釈
の
た
め

の
明
確
な
意
図
を
持
っ
た
用
例
の
提
示
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
釈
義
の
問
題
を
孕
む
箇
所

に
お
い
て
は
、
先
行
注
釈
書
や
論
文
を
踏
ま
え
た
丹
念
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

極
め
て
誠
実
か
つ
精
密
な
注
釈
態
度
を
以
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

注
目
す
べ
き
は
考
察
の
項
で
あ
り
、
注
釈
対
象
詩
が
持
つ
詩
想
や
詠
作
時
期
な
ど
の
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
提
示
し
、
最
新
の
研
究
成
果
も
取
り
入
れ
た
う
え
で
そ
の
解
決
を
図
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
高
水
準
の
注
釈
が
全
詩
に
施
さ
れ
れ
ば
、
現
在
の
研
究
基
盤
の
質

が
よ
り
押
し
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
引
き
続
き
今
後
も
成
果
の
公
表

が
期
待
さ
れ
る
。

（
三
）

　『懐
風
藻
』
に
か
か
わ
る
研
究
論
文

　
注
釈
以
外
に
も
、
そ
れ
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
『
懐
風
藻
』
の
研
究
は
数
多
い
。
前
節

で
も
触
れ
た
が
、『
懐
風
藻
』
を
扱
う
論
文
の
数
は
六
〇
・
七
〇
年
代
に
急
増
し
、
現
在
も

年
々
発
表
数
が
増
加
し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
の
限
り
、『
懐
風
藻
』
に
関
わ
る
既
発
表

の
研
究
成
果
は
論
文
だ
け
に
限
っ
て
も
現
在
二
五
〇
本
以
上
あ
り
、
う
ち
二
〇
〇
〇
年
以

降
発
表
さ
れ
た
も
の
は
優
に
一
〇
〇
を
超
え
る
。
こ
の
動
向
か
ら
は
、
近
年
『
懐
風
藻
』

研
究
が
好
況
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
戦
前
ま
で
の
『
懐
風
藻
』
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
小
林
渚
氏
「『
懐
風
藻
』
研
究 
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の
現
在
　
―
明
治
以
降
戦
前
ま
で
の
論
文
か
ら
学
べ
る
こ
と
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
四
号
、

一
九
九
九
年
五
月
）
に
詳
し
く
、
参
照
さ
れ
た
い
。
本
目
で
は
戦
後
、
特
に
近
年
の
注
目

す
べ
き
成
果
を
中
心
に
、
粗
略
で
は
あ
る
が
現
在
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

　『
懐
風
藻
』
研
究
は
現
在
、
既
に
作
品
分
析
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
編
纂
事
情
の
よ

う
な
テ
キ
ス
ト
の
外
側
に
関
す
る
議
論
は
穏
や
か
な
状
況
で
あ
る
。
例
え
ば
編
者
に
つ
い

て
諸
説
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
点
は
山
岸
徳
平
氏「
懐
風
藻
概
論
」（『
上

代
日
本
文
学
講
座
　
第
四
巻
』
春
陽
堂
、
一
九
三
三
年
）、
お
よ
び
『
小
島
大
系
』
の
「
解

説
」
に
詳
し
い
。
し
か
し
近
年
の
編
者
に
関
す
る
論
は
、
八
〇
年
代
を
境
に
ほ
ぼ
途
絶
え

て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
内
側
、
作
品
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
研
究
が
現
在

ほ
ぼ
大
勢
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
方
法
論
も
多
様
化
し
て
い
る
。
総
論
的
に
『
懐
風
藻
』

を
扱
う
も
の
と
し
て
は
、
辰
巳
正
明
氏
の
「
懐
風
藻
の
詩
学
」
と
題
し
た
一
連
の
論
考
12
が
、

総
体
的
な
理
解
の
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
胡
志
昂
氏「
近
江
朝
漢
詩
文
の
思
想
理
念
」

（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
　
人
間
学
部
篇
』
一
一
号
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）に
は
、『
懐
風

藻
』
中
に
貫
か
れ
る
文
治
、
礼
楽
の
観
念
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。

　『
懐
風
藻
』
の
散
文
部
分
　
―
―
序
、
人
物
伝
、
詩
序
は
、
基
礎
理
解
を
諸
注
釈
書
に

拠
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
は
そ
れ
ら
と
向
き
合
っ
た
好
論

が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。
序
に
つ
い
て
は
、
波
戸
岡
旭
氏
「
懐
風
藻
と
中
国
詩
学
　
―

『
懐
風
藻
』
序
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
―
」（
辰
巳
正
明
氏
編
『
懐
風
藻
　
―
漢
字
文
化
圏

の
中
の
日
本
古
代
漢
詩
―
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
に
そ
の
意
義
が
説
か
れ

る
が
、
黄
少
光
氏
「『
懐
風
藻
』
序
と
唐
人
撰
詩
集
」（『
上
代
文
学
』
八
六
号
、
二
〇
〇
一

年
四
月
）
や
高
松
寿
夫
氏
「『
懐
風
藻
』
序
文
に
み
る
唐
太
宗
期
文
筆
の
受
容
」（『
万
葉
』

二
一
八
号
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
は
そ
れ
ら
の
様
式
、
あ
る
い
は
表
現
を
唐
代
漢
詩
文

に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
人
物
伝
に
関
し
て
は
、

加
藤
有
子
氏 

「
大
友
皇
子
伝
考
」（『
懐
風
藻
研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）

山
口
敦
史
氏 

「『
懐
風
藻
』
の
「
陽
狂
」　
―
釈
智
蔵
伝
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
懐
風
藻

研
究
』
三
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
）

　
　
〃
　
　 

「
東
ア
ジ
ア
の
漢
詩
と
僧
侶
　
―
『
懐
風
藻
』
僧
伝
研
究
序
説
―
」（
辰

巳
正
明
氏
編
『
懐
風
藻
　
―
漢
字
文
化
圏
の
中
の
日
本
古
代
漢
詩
―
』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）

川
上
萌
実
氏 

「『
懐
風
藻
』
人
物
伝
と
誄
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
一
五
号
、
二
〇
一
七

年
一
一
月
）13

な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
詩
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
現
在
様
々
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
の
手
法
は
方
法
論
的
に
い
え
ば
、
音
韻
論
・
様
式
論
・
表
現
論
・
作
品
論
の
四
つ
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
無
論
そ
れ
ら
は
、
比
較
文
学
的
な
手
法
を
内
包
す
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
の
方
法
論
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
複
数
の
方
法
論
を

往
還
し
、
分
析
結
果
を
作
品
理
解
に
還
元
す
る
と
い
う
研
究
手
法
が
、
現
在
の
『
懐
風
藻
』

所
収
詩
の
研
究
で
は
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
音
韻
に
着
目
す
る
も
の
と
し
て
は
、
月
野
文
子
氏
「『
懐
風
藻
』
の
押
韻
　
―
韻
の
偏

り
の
意
味
す
る
も
の
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
２
　
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、

一
九
八
六
年
九
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
月
野
論
文
は
収
載
詩
の
韻
の
偏
在
に
着
目
し
た
う

え
で
、
そ
れ
が
作
詩
の
上
で
韻
の
制
約
（
和
韻
・
勒
韻
）
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
推
測
し
、
作
詩
の
場
の
検
討
に
つ
な
が
り
得
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
月
野
氏
の
音
韻

を
手
掛
か
り
と
し
た
分
析
手
法
は
、「『
懐
風
藻
』
の
七
夕
詩
　
―
製
作
時
期
と
「
同
用
某

字
」
の
法
―
」（『
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢
』
一
〇
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
に
も
共

通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
村
上
哲
見
氏
「『
懐
風
藻
』
の
韻
文
論
的
考
察
」（『
中
国

古
典
研
究
』
四
二
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）は
、『
懐
風
藻
』
中
の
詩
の
韻
律
に
つ
い
て
中

国
詩
学
の
立
場
か
ら
検
討
を
加
え
、
違
例
で
な
い
も
の
は
九
首
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
様
式
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
ま
ず
波
戸
岡
旭
氏
「『
懐
風
藻
』
の
侍
宴
詩
に
つ
い

て
　
―
作
品
構
造
と
そ
の
類
型
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
七
九
巻
四
号
、
一
九
七
八
年
四

月
）14
、
お
よ
び
「『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
山
水
観
　
―
「
智
水
仁
山
」
の
典
故
を
中
心
に

―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
八
五
巻
一
〇
号
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
）15
を
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
詩
の
表
現
、
構
造
の
分
析
お
よ
び
中
国
詩
と
の
比
較
を
通
じ
、
詩
の
様
式
を
と

ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
侍
宴
詩
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
井
実
充

史
氏「『
懐
風
藻
』侍
宴
頌
徳
詩
の
基
礎
的
考
察
　
―
良
辰
・
美
景
表
現
を
中
心
に
―
」（『
古

代
研
究
』
二
四
号
、
一
九
九
二
年
一
月
）
に
も
引
か
れ
、
侍
宴
詩
研
究
の
引
き
金
と
な
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
井
実
氏
の
侍
宴
詩
研
究
は
「
文
武
朝
の
侍
宴
応
詔
詩
　

―
唐
太
宗
朝
御
製
・
応
詔
詩
と
の
関
わ
り
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
一
五
号
、
一
九
九
五

年
三
月
）、「『
懐
風
藻
』私
宴
詩
の
基
礎
的
考
察
」（『
言
文
』四
四
号
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状

五
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憲
之
氏
『
日
本
古
典
文
学
大
系
69
　
懐
風
藻
　
文
華
秀
麗
集
　
本
朝
文
粋
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
四
年
　
以
下
、『
小
島
大
系
』）
は
ひ
と
つ
の
金
字
塔
と
い
え
よ
う
。
極
め
て
厳
密

か
つ
実
証
的
な
注
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
典
拠
の
分
析
は
初
唐
詩
も
視
野
に
入

れ
た
広
範
な
も
の
で
あ
る
。
語
義
理
解
の
点
で
は
、
本
書
に
及
ぶ
も
の
は
今
な
お
刊
行
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
一
首
の
理
解
と
い
う
点
で
は
、『
林
新
註
』
等
に
比
べ
て
や
や
物

足
り
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
現
在
に
お
い
て
も
詩
の
基
本
的
理
解
に
際
し

て
は
最
良
の
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
戦
後
、
六
〇
年
代
ま
で
は
『
懐
風
藻
』
注
釈
の
充
実
が
図
ら

れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。『
大
野
註
釈
』『
林
新
註
』『
小
島
大
系
』
は
現
在
で
も
一
級
の
も

の
で
あ
り
、
作
品
の
基
礎
理
解
に
お
い
て
、
杖
柱
と
な
る
存
在
で
あ
る
。
六
〇
・
七
〇
年

代
に
『
懐
風
藻
』
を
扱
う
論
が
急
速
に
増
加
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
に
よ
っ
て
作
品

理
解
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
研
究
の
潮
流
が
よ
り
発
展
的
な
も
の
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、

そ
れ
以
降
は
『
懐
風
藻
』
の
全
注
釈
を
行
う
も
の
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。『
小

島
大
系
』
以
降
に
刊
行
が
あ
っ
た
も
の

9
と
し
て
は
、
五
四
首
を
抄
出
、
注
釈
し
た
波
戸

岡
旭
氏
『
標
註
日
本
漢
詩
文
選
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
年
）が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
全

訳
注
と
し
て
は
、
江
口
孝
夫
氏『
懐
風
藻
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）が
あ
る
が
、

著
者
が
解
題
で
「
懐
風
藻
に
詩
を
感
じ
、
詩
を
み
い
だ
せ
る
よ
う
に
努
め
た
の
が
拙
著
で

す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
学
術
的
理
解
よ
り
も
、
詩
の
鑑
賞
に
重
き
を
置
く
こ
と
が
察
せ

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
注
釈
、
解
説
と
も
に
鑑
賞
の
補
助
と
な
る
程
度
の
文
量
に
抑
え
ら

れ
て
い
る
。

　
本
書
執
筆
現
在
、
最
も
新
た
な
注
釈
書
と
し
て
は
、
辰
巳
正
明
氏
『
懐
風
藻
全
注
釈
』

（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
　
以
下
、『
辰
巳
全
注
釈
』）、
お
よ
び
『
懐
風
藻
全
注
釈
　
新

訂
増
補
版
』（
花
鳥
社
、
二
〇
二
一
年
　
以
下
、『
辰
巳
新
訂
』）が
あ
る
。
本
文
校
訂
、
注
釈
、

解
説
を
完
備
し
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
挙
げ
た
諸
注
釈
の
う
ち
で
も
、
最
も
大
規
模
な
も
の

で
あ
ろ
う
。
双
方
と
も
に
漢
籍
に
お
け
る
語
句
の
用
例
を
、「『
出
典
名
』
に~

と
あ
る
」

の
形
式
で
列
挙
す
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
掲
出
範
囲
は
極
め
て
広
範
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
典
拠
論
的
な
語
義
解
釈
で
は
な
く
、
対
象
の
語
句
が
漢
詩
文
中
に
お
い
て
い
か
な
る

表
現
性
を
有
す
る
か
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
注
釈
態
度
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
そ
の
掲

出
意
図
が
不
分
明
な
箇
所
も
み
え
る
。
ま
た
、
本
文
校
訂
上
の
問
題
が
少
な
か
ら
ず
あ
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
10
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
近
世
か
ら
現
在
ま
で
の
『
懐
風
藻
』
注
釈
史
に
つ
い
て
概
観
し
て
き

た
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
注
釈
と
作
品
分
析
と
は
、
相
互
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

合
う
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
現
在『
懐
風
藻
』は
、
作
品
論
や
表
現
論
な
ど
、
様
々

な
方
法
に
よ
る
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。『
万
葉
集
全
注
』
が
刊
行
時
の

最
新
の
知
見
を
多
分
に
取
り
入
れ
、
よ
り
清
新
な
注
釈
が
為
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在

の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
注
釈
が
可
能
な
段
階
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
在
注
目
す
べ
き
試
み
が
さ
れ
て
い
る
。『
早
稲
田
大
学
日
本

古
典
籍
研
究
所
年
報
』
一
一
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
に
は
「
懐
風
藻
注
釈
稿
」
と
題
し
、

八
首
分
の
注
釈
が
掲
載
さ
れ
る
が
11
、
そ
れ
が
「
研
究
会
に
お
け
る
検
討
を
経
て
、
現
在

の
研
究
状
況
に
即
し
た
新
た
な
注
釈
書
の
作
成
を
目
指
し
」
た
も
の
で
あ
る
旨
が
序
言
に

示
さ
れ
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
詩
の
注
釈
は
、
本
文
・
校
異
・
韻
字
・
作
者
・
詩
題
・

語
釈
・
現
代
語
訳
・
考
察
の
項
目
か
ら
な
る
。
さ
ら
に
語
釈
に
お
い
て
は
、
解
釈
の
た
め

の
明
確
な
意
図
を
持
っ
た
用
例
の
提
示
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
釈
義
の
問
題
を
孕
む
箇
所

に
お
い
て
は
、
先
行
注
釈
書
や
論
文
を
踏
ま
え
た
丹
念
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

極
め
て
誠
実
か
つ
精
密
な
注
釈
態
度
を
以
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

注
目
す
べ
き
は
考
察
の
項
で
あ
り
、
注
釈
対
象
詩
が
持
つ
詩
想
や
詠
作
時
期
な
ど
の
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
提
示
し
、
最
新
の
研
究
成
果
も
取
り
入
れ
た
う
え
で
そ
の
解
決
を
図
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
高
水
準
の
注
釈
が
全
詩
に
施
さ
れ
れ
ば
、
現
在
の
研
究
基
盤
の
質

が
よ
り
押
し
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
引
き
続
き
今
後
も
成
果
の
公
表

が
期
待
さ
れ
る
。

（
三
）
　『懐
風
藻
』
に
か
か
わ
る
研
究
論
文

　
注
釈
以
外
に
も
、
そ
れ
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
『
懐
風
藻
』
の
研
究
は
数
多
い
。
前
節

で
も
触
れ
た
が
、『
懐
風
藻
』
を
扱
う
論
文
の
数
は
六
〇
・
七
〇
年
代
に
急
増
し
、
現
在
も

年
々
発
表
数
が
増
加
し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
の
限
り
、『
懐
風
藻
』
に
関
わ
る
既
発
表

の
研
究
成
果
は
論
文
だ
け
に
限
っ
て
も
現
在
二
五
〇
本
以
上
あ
り
、
う
ち
二
〇
〇
〇
年
以

降
発
表
さ
れ
た
も
の
は
優
に
一
〇
〇
を
超
え
る
。
こ
の
動
向
か
ら
は
、
近
年
『
懐
風
藻
』

研
究
が
好
況
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
戦
前
ま
で
の
『
懐
風
藻
』
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
小
林
渚
氏
「『
懐
風
藻
』
研
究 
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四

の
現
在
　
―
明
治
以
降
戦
前
ま
で
の
論
文
か
ら
学
べ
る
こ
と
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
四
号
、

一
九
九
九
年
五
月
）
に
詳
し
く
、
参
照
さ
れ
た
い
。
本
目
で
は
戦
後
、
特
に
近
年
の
注
目

す
べ
き
成
果
を
中
心
に
、
粗
略
で
は
あ
る
が
現
在
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

　『
懐
風
藻
』
研
究
は
現
在
、
既
に
作
品
分
析
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
編
纂
事
情
の
よ

う
な
テ
キ
ス
ト
の
外
側
に
関
す
る
議
論
は
穏
や
か
な
状
況
で
あ
る
。
例
え
ば
編
者
に
つ
い

て
諸
説
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
点
は
山
岸
徳
平
氏「
懐
風
藻
概
論
」（『
上

代
日
本
文
学
講
座
　
第
四
巻
』
春
陽
堂
、
一
九
三
三
年
）、
お
よ
び
『
小
島
大
系
』
の
「
解

説
」
に
詳
し
い
。
し
か
し
近
年
の
編
者
に
関
す
る
論
は
、
八
〇
年
代
を
境
に
ほ
ぼ
途
絶
え

て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
内
側
、
作
品
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
研
究
が
現
在

ほ
ぼ
大
勢
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
方
法
論
も
多
様
化
し
て
い
る
。
総
論
的
に
『
懐
風
藻
』

を
扱
う
も
の
と
し
て
は
、
辰
巳
正
明
氏
の
「
懐
風
藻
の
詩
学
」
と
題
し
た
一
連
の
論
考
12
が
、

総
体
的
な
理
解
の
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
胡
志
昂
氏「
近
江
朝
漢
詩
文
の
思
想
理
念
」

（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
　
人
間
学
部
篇
』
一
一
号
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）に
は
、『
懐
風

藻
』
中
に
貫
か
れ
る
文
治
、
礼
楽
の
観
念
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。

　『
懐
風
藻
』
の
散
文
部
分
　
―
―
序
、
人
物
伝
、
詩
序
は
、
基
礎
理
解
を
諸
注
釈
書
に

拠
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
は
そ
れ
ら
と
向
き
合
っ
た
好
論

が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。
序
に
つ
い
て
は
、
波
戸
岡
旭
氏
「
懐
風
藻
と
中
国
詩
学
　
―

『
懐
風
藻
』
序
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
―
」（
辰
巳
正
明
氏
編
『
懐
風
藻
　
―
漢
字
文
化
圏

の
中
の
日
本
古
代
漢
詩
―
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
に
そ
の
意
義
が
説
か
れ

る
が
、
黄
少
光
氏
「『
懐
風
藻
』
序
と
唐
人
撰
詩
集
」（『
上
代
文
学
』
八
六
号
、
二
〇
〇
一

年
四
月
）
や
高
松
寿
夫
氏
「『
懐
風
藻
』
序
文
に
み
る
唐
太
宗
期
文
筆
の
受
容
」（『
万
葉
』

二
一
八
号
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
は
そ
れ
ら
の
様
式
、
あ
る
い
は
表
現
を
唐
代
漢
詩
文

に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
人
物
伝
に
関
し
て
は
、

加
藤
有
子
氏 

「
大
友
皇
子
伝
考
」（『
懐
風
藻
研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）

山
口
敦
史
氏 

「『
懐
風
藻
』
の
「
陽
狂
」　
―
釈
智
蔵
伝
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
懐
風
藻

研
究
』
三
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
）

　
　
〃
　
　 

「
東
ア
ジ
ア
の
漢
詩
と
僧
侶
　
―
『
懐
風
藻
』
僧
伝
研
究
序
説
―
」（
辰

巳
正
明
氏
編
『
懐
風
藻
　
―
漢
字
文
化
圏
の
中
の
日
本
古
代
漢
詩
―
』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）

川
上
萌
実
氏 

「『
懐
風
藻
』
人
物
伝
と
誄
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
一
五
号
、
二
〇
一
七

年
一
一
月
）13

な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
詩
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
現
在
様
々
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
の
手
法
は
方
法
論
的
に
い
え
ば
、
音
韻
論
・
様
式
論
・
表
現
論
・
作
品
論
の
四
つ
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
無
論
そ
れ
ら
は
、
比
較
文
学
的
な
手
法
を
内
包
す
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
の
方
法
論
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
複
数
の
方
法
論
を

往
還
し
、
分
析
結
果
を
作
品
理
解
に
還
元
す
る
と
い
う
研
究
手
法
が
、
現
在
の
『
懐
風
藻
』

所
収
詩
の
研
究
で
は
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
音
韻
に
着
目
す
る
も
の
と
し
て
は
、
月
野
文
子
氏
「『
懐
風
藻
』
の
押
韻
　
―
韻
の
偏

り
の
意
味
す
る
も
の
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
２
　
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、

一
九
八
六
年
九
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
月
野
論
文
は
収
載
詩
の
韻
の
偏
在
に
着
目
し
た
う

え
で
、
そ
れ
が
作
詩
の
上
で
韻
の
制
約
（
和
韻
・
勒
韻
）
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
推
測
し
、
作
詩
の
場
の
検
討
に
つ
な
が
り
得
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
月
野
氏
の
音
韻

を
手
掛
か
り
と
し
た
分
析
手
法
は
、「『
懐
風
藻
』
の
七
夕
詩
　
―
製
作
時
期
と
「
同
用
某

字
」
の
法
―
」（『
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢
』
一
〇
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
に
も
共

通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
村
上
哲
見
氏
「『
懐
風
藻
』
の
韻
文
論
的
考
察
」（『
中
国

古
典
研
究
』
四
二
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）は
、『
懐
風
藻
』
中
の
詩
の
韻
律
に
つ
い
て
中

国
詩
学
の
立
場
か
ら
検
討
を
加
え
、
違
例
で
な
い
も
の
は
九
首
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
様
式
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
ま
ず
波
戸
岡
旭
氏
「『
懐
風
藻
』
の
侍
宴
詩
に
つ
い

て
　
―
作
品
構
造
と
そ
の
類
型
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
七
九
巻
四
号
、
一
九
七
八
年
四

月
）14
、
お
よ
び
「『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
山
水
観
　
―
「
智
水
仁
山
」
の
典
故
を
中
心
に

―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
八
五
巻
一
〇
号
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
）15
を
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
詩
の
表
現
、
構
造
の
分
析
お
よ
び
中
国
詩
と
の
比
較
を
通
じ
、
詩
の
様
式
を
と

ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
侍
宴
詩
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
井
実
充

史
氏「『
懐
風
藻
』侍
宴
頌
徳
詩
の
基
礎
的
考
察
　
―
良
辰
・
美
景
表
現
を
中
心
に
―
」（『
古

代
研
究
』
二
四
号
、
一
九
九
二
年
一
月
）
に
も
引
か
れ
、
侍
宴
詩
研
究
の
引
き
金
と
な
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
井
実
氏
の
侍
宴
詩
研
究
は
「
文
武
朝
の
侍
宴
応
詔
詩
　

―
唐
太
宗
朝
御
製
・
応
詔
詩
と
の
関
わ
り
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
一
五
号
、
一
九
九
五

年
三
月
）、「『
懐
風
藻
』私
宴
詩
の
基
礎
的
考
察
」（『
言
文
』四
四
号
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状
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な
ど
の
様
式
研
究
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

　
表
現
論
的
・
作
品
論
的
分
析
は
『
懐
風
藻
』
研
究
に
お
い
て
現
在
最
も
顕
著
に
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
早
い
段
階
で
既
に
、
小
島
憲
之
氏
「
上
代
詩
の
表
現
　
―
懐

風
藻
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
香
椎
潟
』
八
号
、
一
九
六
二
年
一
二
月
）16
、
中
西
進
氏
「
懐
風

藻
の
自
然
」（
山
岸
徳
平
氏
編
『
日
本
漢
文
学
史
論
考
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）な
ど
、

比
較
文
学
的
研
究
に
携
わ
る
上
代
文
学
研
究
者
に
よ
っ
て
論
考
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。

現
在
そ
う
し
た
試
み
は
よ
り
細
分
化
し
て
い
る
。

　
表
現
論
的
な
分
析
を
試
み
る
論
と
し
て
は
、

月
野
文
子
氏 

「
侍
宴
応
詔
詩
の
表
現
　
―
「
芳
塵
」
と
「
聖
塵
」
の
語
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
９
　
万
葉
集
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
三
年
一
月
）

加
藤
有
子
氏 

「「
残
岸
」
考
　
―
大
伴
旅
人
の
漢
詩
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
懐
風
藻
研

究
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
年
九
月
）

太
田
善
之
氏 

「
天
皇
と
拮
抗
す
る
表
現
　
―
采
女
比
良
夫
詩
「
衛
北
辰
」
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
年
九
月
）

ほ
か
多
数
の
論
を
み
る
が
、
い
ず
れ
も
詩
句
表
現
の
用
法
や
表
現
性
の
詳
細
な
分
析
を
手

掛
か
り
に
、
詩
の
解
釈
の
深
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
月
野
文
子
氏
「
山
田
三

方
の
七
夕
詩
に
お
け
る
日
本
的
発
想
　
―
「
衣
玉
」
と
「
彩
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
上

代
文
学
』
六
三
号
、
一
九
八
九
年
一
一
月
）
や
、
小
島
憲
之
氏
「
上
代
詩
歌
に
み
る
漢

語
的
表
現
　
―
「
残
」
を
中
心
と
し
て
―
」（
吉
井
巌
氏
編
『
記
紀
万
葉
論
叢
』
塙
書
房
、

一
九
九
二
年
七
月
）17
は
、
出
典
論
的
な
立
場
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
も
、
語
や
表
現
が
内
包

す
る
日
本
的（
和
歌
的
）発
想
の
表
出
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
関
わ
っ
て
、

モ
チ
ー
フ
や
詩
想
の
観
点
か
ら
『
懐
風
藻
』
所
収
詩
と
和
歌
と
の
関
連
を
み
い
だ
そ
う
と

す
る
、
高
松
寿
夫
氏
「『
懐
風
藻
』
に
み
る
上
代
美
景
意
識
の
形
成
状
況
　
―
和
歌
と
の

関
連
に
も
触
れ
な
が
ら
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
一
五
号
、
一
九
九
五
年
七
月
）、
多
田

一
臣
氏
「『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
一
面
　
―
漢
詩
文
と
和
歌
―
」（
西
宮
一
民
氏
編
『
上
代

語
と
表
記
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
一
口
に

表
現
論
的
と
い
っ
て
も
、
そ
の
手
続
き
は
様
々
に
層
を
成
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
、
作
品
論
的
な
研
究
に
は
、
渡
辺
寛
吾
氏
の
石
上
乙
麻
呂
を
め
ぐ
る
論
考
18
や
、

土
佐
秀
里
氏
「
文
武
天
皇
の
漢
詩
　
―
そ
の
歴
史
的
背
景
と
文
学
史
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
三
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
な
ど
、
詠
作
者
と
テ
キ
ス
ト
の

連
続
性
、
お
よ
び
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
も
の
が
み
え
る
。
ま
た
、
土
佐
朋
子
氏
「
大
津

皇
子
「
遊
猟
」
詩
の
論
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
　
第
二
二
集
』
新
典
社
、
二
〇
〇
八
年

一
一
月
）、
高
松
寿
夫
氏
「
万
葉
歌
人
の
漢
詩
　
―
安
部
広
庭
「
春
日
侍
宴
」
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
六
巻
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
の
よ
う
に
、
表
現
論
的

分
析
も
併
用
す
る
こ
と
で
一
首
の
表
現
を
精
査
し
、
対
象
の
表
現
性
や
意
義
の
理
解
を
よ

り
深
め
よ
う
と
す
る
論
も
み
え
る
。
ま
た
、
月
野
文
子
氏
「
紀
末
茂
「
臨
水
観
魚
」
詩
が

描
く
朝
隠
　
―
張
正
見
詩
か
ら
「
渭
水
終
須
卜
、
滄
浪
徒
自
吟
」
を
削
除
し
た
理
由
―
」

（『
上
代
文
学
』
一
一
九
号
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）や
、
井
実
充
史
氏
「『
懐
風
藻
』
紀
末

茂
「
臨
水
観
魚
」
に
つ
い
て
　
―
楽
府
詩
の
実
験
的
改
作
と
い
う
観
点
か
ら
―
」（『
福
島

大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
論
集
』
三
〇
号
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
は
、
和
漢
比
較
と
表

現
受
容
の
観
点
か
ら
、
詩
の
持
つ
意
義
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
四
）

　小
結

　
以
上
、
本
節
で
は
『
懐
風
藻
』
の
研
究
史
と
現
在
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
き

た
。
先
に
挙
げ
た
研
究
成
果
は
決
し
て
網
羅
的
で
は
な
く
、
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
『
懐

風
藻
』
研
究
の
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
。
研
究
史
を
構
成
す
る
重
要
な
成
果
は
ま
だ
多
い

も
の
の
、
そ
う
し
た
好
論
を
蕪
雑
に
し
て
示
せ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
筆
者
の
力

不
足
で
あ
る
。

　
研
究
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
る
『
懐
風
藻
』
で
あ
る
が
、
発
表
さ
れ
る
研
究
成
果
や
、
取

り
組
む
研
究
者
の
数
は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。『
懐
風
藻
』
研
究
の
立
ち
上
り
は
確
か

に
遅
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
追
い
上
げ

4

4

4

4

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
な
い
だ
ろ
う

か
。
研
究
に
お
け
る
方
法
論
も
明
ら
か
に
獲
得
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
安
定
し
た
方
法
論

の
下
、
よ
り
高
い
次
元
の
研
究
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
、

　歴
史
資
料
の
漢
詩
に
つ
い
て

　
前
章
で
示
し
た
写
本
に
よ
っ
て
伝
わ
る
『
懐
風
藻
』
と
異
な
り
、
出
土
遺
物
や
伝
世
品

と
し
て
現
存
す
る
文
字
資
料
　
―
―
正
倉
院
文
書
や
木
簡
な
ど
の
中
に
も
、
漢
詩
が
書
か

れ
た
も
の
が
み
え
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
『
懐
風
藻
』
と
同
様
に
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上
代
漢
詩
の
一
つ
と
位
置
付
け
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
考
古
的
資
料
の
性
質
を
持
つ
ゆ
え 

か
、そ
の
文
字
列
が
持
つ
文
学
的
性
質
に
も
向
き
合
っ
た
研
究
に
は
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
木
簡
に
み
え
る
漢
詩
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
完
形
で
残
る
も
の
は
私
見
の
限
り
、

平
城
京
二
条
大
路
出
土
木
簡
19
の
、

山
東
□
南
落
葉
錦

巖
上
巖
下
白
雲
深

獨
對
他
郷
菊
花
酒

破
涙
漸
慰
失
侶
心
（
□=

判
読
不
明
箇
所
、
以
下
同
）20

の
七
言
詩
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
出
土
木
簡
21
、
お
よ
び
平

城
宮
内
裏
北
方
官
衙
地
区
出
土
木
簡
22
に
共
通
し
て
現
れ
る
漢
詩
の
断
片
と
思
し
き
文
字

列
に
つ
い
て
、
小
島
憲
之
氏「
海
東
と
西
域
　
―
啓
蒙
期
と
し
て
み
た
上
代
文
学
一
斑
―
」

（『
文
学
』
五
一
巻
一
二
号
、
一
九
八
三
年
一
二
月
）23
が
比
較
的
早
く
に
語
釈
を
試
み
て

い
る
。
近
年
、
村
田
右
富
実
氏
「
木
簡
に
残
る
文
字
列
の
韻
文
認
定
に
つ
い
て
　
―
「
送

寒
衣
」、「
七
夕
四
」
な
ど
―
」（『
上
代
文
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）
が
当

該
漢
詩
断
片
文
字
列
に
つ
い
て
、
文
字
列
の
推
定
と
音
韻
、
表
現
の
分
析
を
行
い
、

昨
夜
秋
風
急
、
今
朝
白
□
飛

故
京
千
万
里
、
誰
為
送
寒
衣

と
の
本
文
の
釈
読
と
、「
正
格
の
五
言
絶
句
」
と
し
て
の
認
定
を
行
っ
た
。
村
田
論
文
は

そ
の
認
定
の
手
続
き
に
お
い
て
、

中
国
語
韻
文
は
平
仄
と
押
韻
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
機
制
が
存
在
す
る
た
め
、
一
定

の
文
字
数
が
存
在
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
を
認
定
フ
ラ
グ
と
し
て
、
そ
の
文
字
列
が
中

国
語
韻
文
で
あ
る
と
認
定
で
き
る
。

と
論
じ
る
。
前
項
の
『
懐
風
藻
』
や
次
節
以
降
に
触
れ
る
歴
史
資
料
に
み
え
る
上
代
日
本

漢
詩
は
、
中
国
漢
詩
に
比
べ
、
平
仄
や
押
韻
な
ど
の
不
整
備
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

点
で
村
田
論
文
が
設
け
た
音
韻
と
い
う
基
準
は
、
あ
く
ま
で
〝
正
格
の
〟
中
国
語
韻
文（=

漢
詩
）
の
判
定
に
お
い
て
十
全
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
理
解
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
上
代
日
本
漢
詩
の
音
韻
の
不
整
備
は
、
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
同
意
で
は
な
い
。

音
韻
を
手
掛
か
り
に
そ
れ
を
韻
文
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
示
唆
は
貴
重

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
韻
文
と
し
て
の
認
定
に
手
続
き
が
必
要
な
例
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
例
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
24
に
み
え
る
、

白
馬
鳴
向
山
　
欲
其
上
草
食

女
人
向
男
咲
　
相
遊
其
下
也

の
文
字
列
の
存
在
は
い
う
ま
で
も
な
く
有
名
だ
ろ
う
。
公
表
当
時
の
報
道
に
、

漢
詩
の
木
簡（
長
さ
二
十
一
セ
ン
チ
、
幅
二・四
セ
ン
チ
）は
七
世
紀
後
半
の
溝
か
ら
発

見
さ
れ
た
。
…
…
対
句
に
な
っ
て
い
る
が
、
第
二
句
と
第
四
句
で
韻
を
踏
む
な
ど
の

漢
詩
の
規
則
に
は
従
っ
て
い
な
い
。（「
朝
日
新
聞（
朝
刊
）」
一
九
九
八
年
九
月
五
日
）

と
の
記
述
が
み
え
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
こ
れ
を
非
正
格
な
漢
詩
と
み
な
す
言
質
が
あ
っ

た
。
確
か
に
五
字
・
四
句
と
い
う
構
成
を
目
に
す
れ
ば
、
五
言
絶
句
的
に
も
み
え
る
が
、

平
仄
並
び
に
韻
へ
の
目
配
り
は
み
え
ず
、
こ
れ
を
漢
詩
と
認
め
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る

も
の
が
あ
る
。
漢
詩
風
の
文
章
と
理
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
。
犬
飼
隆
氏
「
七

世
紀
木
簡
の
国
語
史
的
意
義
」（『
木
簡
研
究
』
二
三
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
の
和
歌
を

書
い
た
も
の
か
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
も
諾
え
よ
う
。
同
様
に
、
藤
原
宮
跡
東
方
官
衙
北

地
区
出
土
木
簡
25
に
、「
□
雪
多
降
而
甚
寒
」
と
み
え
る
文
字
列
が
あ
る
。
一
見
漢
詩
的

表
現
に
も
思
え
る
も
の
の
、
前
掲
小
島
論
文
は
「
雪
多
降
」
が
和
習
的
で
あ
り
、
書
簡
表

現
か
と
推
測
す
る
。
ま
た
前
掲
村
田
論
文
に
は
、「
雪ゆ

き 

多さ
は
に 

降ふ
り 

而て 

甚い
と 

寒さ
む
し」「
…
雪

ゆ
き
の 

多さ
は
に

降ふ
り 

而て 

甚い
と 

寒さ
む
く…
」
な
ど
和
歌
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ

を
漢
詩
の
一
部
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
確
実
に
漢
詩
の
一
部
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
平
城
京
左
京
二

条
二
坊
出
土
木
簡
26
の
「
萬
里
人
南
去
三
□春

ヵ

」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
唐
詩
に
、

万
里
人
は
南
に
去
り
、
三
春
雁
は
北
に
飛
ぶ
。

〔
万
里
人
南
去
、
三

0

0

0

0

0

0

春
雁
北
飛
。〕（
韋
承
慶
「
南
中
詠
雁
詩
」、『
全
唐
詩
』
四
六
／

于
季
子
「
南
行
別
弟
」、
同
八
〇
）

と
右
の
木
簡
と
共
通
す
る
文
言
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
漢
詩
の
一
部
で
あ
る
蓋
然
性
は
非

常
に
高
い
。
し
か
し
こ
れ
が
韋
承
慶
詩
、
な
い
し
于
季
子
詩
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら

の
表
現
を
借
用
し
た
詩
な
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
中
国
漢
詩
な
の
か
、
日
本
漢
詩
な
の

か
も
判
然
と
し
な
い
。

　
な
お
後
述
す
る
正
倉
院
文
書
な
ど
に
も
い
え
る
こ
と
だ
が
、『
千
字
文
』
や
『
文
選
』

な
ど
漢
詩
文
の
一
部
を
習
書
し
た
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
稿

で
は
考
察
対
象
外
と
す
る
が
、
上
代
で
の
漢
詩
文
受
容
の
様
相
を
看
取
す
る
た
め
の
貴
重

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状
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な
ど
の
様
式
研
究
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

　
表
現
論
的
・
作
品
論
的
分
析
は
『
懐
風
藻
』
研
究
に
お
い
て
現
在
最
も
顕
著
に
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
早
い
段
階
で
既
に
、
小
島
憲
之
氏
「
上
代
詩
の
表
現
　
―
懐

風
藻
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
香
椎
潟
』
八
号
、
一
九
六
二
年
一
二
月
）16
、
中
西
進
氏
「
懐
風

藻
の
自
然
」（
山
岸
徳
平
氏
編
『
日
本
漢
文
学
史
論
考
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）な
ど
、

比
較
文
学
的
研
究
に
携
わ
る
上
代
文
学
研
究
者
に
よ
っ
て
論
考
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。

現
在
そ
う
し
た
試
み
は
よ
り
細
分
化
し
て
い
る
。

　
表
現
論
的
な
分
析
を
試
み
る
論
と
し
て
は
、

月
野
文
子
氏 

「
侍
宴
応
詔
詩
の
表
現
　
―
「
芳
塵
」
と
「
聖
塵
」
の
語
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
９
　
万
葉
集
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
三
年
一
月
）

加
藤
有
子
氏 

「「
残
岸
」
考
　
―
大
伴
旅
人
の
漢
詩
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
懐
風
藻
研

究
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
年
九
月
）

太
田
善
之
氏 

「
天
皇
と
拮
抗
す
る
表
現
　
―
采
女
比
良
夫
詩
「
衛
北
辰
」
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
年
九
月
）

ほ
か
多
数
の
論
を
み
る
が
、
い
ず
れ
も
詩
句
表
現
の
用
法
や
表
現
性
の
詳
細
な
分
析
を
手

掛
か
り
に
、
詩
の
解
釈
の
深
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
月
野
文
子
氏
「
山
田
三

方
の
七
夕
詩
に
お
け
る
日
本
的
発
想
　
―
「
衣
玉
」
と
「
彩
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
上

代
文
学
』
六
三
号
、
一
九
八
九
年
一
一
月
）
や
、
小
島
憲
之
氏
「
上
代
詩
歌
に
み
る
漢

語
的
表
現
　
―
「
残
」
を
中
心
と
し
て
―
」（
吉
井
巌
氏
編
『
記
紀
万
葉
論
叢
』
塙
書
房
、

一
九
九
二
年
七
月
）17
は
、
出
典
論
的
な
立
場
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
も
、
語
や
表
現
が
内
包

す
る
日
本
的（
和
歌
的
）発
想
の
表
出
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
関
わ
っ
て
、

モ
チ
ー
フ
や
詩
想
の
観
点
か
ら
『
懐
風
藻
』
所
収
詩
と
和
歌
と
の
関
連
を
み
い
だ
そ
う
と

す
る
、
高
松
寿
夫
氏
「『
懐
風
藻
』
に
み
る
上
代
美
景
意
識
の
形
成
状
況
　
―
和
歌
と
の

関
連
に
も
触
れ
な
が
ら
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
一
五
号
、
一
九
九
五
年
七
月
）、
多
田

一
臣
氏
「『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
一
面
　
―
漢
詩
文
と
和
歌
―
」（
西
宮
一
民
氏
編
『
上
代

語
と
表
記
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
一
口
に

表
現
論
的
と
い
っ
て
も
、
そ
の
手
続
き
は
様
々
に
層
を
成
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
、
作
品
論
的
な
研
究
に
は
、
渡
辺
寛
吾
氏
の
石
上
乙
麻
呂
を
め
ぐ
る
論
考
18
や
、

土
佐
秀
里
氏
「
文
武
天
皇
の
漢
詩
　
―
そ
の
歴
史
的
背
景
と
文
学
史
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
三
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
な
ど
、
詠
作
者
と
テ
キ
ス
ト
の

連
続
性
、
お
よ
び
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
も
の
が
み
え
る
。
ま
た
、
土
佐
朋
子
氏
「
大
津

皇
子
「
遊
猟
」
詩
の
論
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
　
第
二
二
集
』
新
典
社
、
二
〇
〇
八
年

一
一
月
）、
高
松
寿
夫
氏
「
万
葉
歌
人
の
漢
詩
　
―
安
部
広
庭
「
春
日
侍
宴
」
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
六
巻
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
の
よ
う
に
、
表
現
論
的

分
析
も
併
用
す
る
こ
と
で
一
首
の
表
現
を
精
査
し
、
対
象
の
表
現
性
や
意
義
の
理
解
を
よ

り
深
め
よ
う
と
す
る
論
も
み
え
る
。
ま
た
、
月
野
文
子
氏
「
紀
末
茂
「
臨
水
観
魚
」
詩
が

描
く
朝
隠
　
―
張
正
見
詩
か
ら
「
渭
水
終
須
卜
、
滄
浪
徒
自
吟
」
を
削
除
し
た
理
由
―
」

（『
上
代
文
学
』
一
一
九
号
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）や
、
井
実
充
史
氏
「『
懐
風
藻
』
紀
末

茂
「
臨
水
観
魚
」
に
つ
い
て
　
―
楽
府
詩
の
実
験
的
改
作
と
い
う
観
点
か
ら
―
」（『
福
島

大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
論
集
』
三
〇
号
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
は
、
和
漢
比
較
と
表

現
受
容
の
観
点
か
ら
、
詩
の
持
つ
意
義
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
四
）
　小
結

　
以
上
、
本
節
で
は
『
懐
風
藻
』
の
研
究
史
と
現
在
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
き

た
。
先
に
挙
げ
た
研
究
成
果
は
決
し
て
網
羅
的
で
は
な
く
、
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
『
懐

風
藻
』
研
究
の
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
。
研
究
史
を
構
成
す
る
重
要
な
成
果
は
ま
だ
多
い

も
の
の
、
そ
う
し
た
好
論
を
蕪
雑
に
し
て
示
せ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
筆
者
の
力

不
足
で
あ
る
。

　
研
究
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
る
『
懐
風
藻
』
で
あ
る
が
、
発
表
さ
れ
る
研
究
成
果
や
、
取

り
組
む
研
究
者
の
数
は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。『
懐
風
藻
』
研
究
の
立
ち
上
り
は
確
か

に
遅
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
追
い
上
げ

4

4

4

4

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
な
い
だ
ろ
う

か
。
研
究
に
お
け
る
方
法
論
も
明
ら
か
に
獲
得
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
安
定
し
た
方
法
論

の
下
、
よ
り
高
い
次
元
の
研
究
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
、
　歴
史
資
料
の
漢
詩
に
つ
い
て

　
前
章
で
示
し
た
写
本
に
よ
っ
て
伝
わ
る
『
懐
風
藻
』
と
異
な
り
、
出
土
遺
物
や
伝
世
品

と
し
て
現
存
す
る
文
字
資
料
　
―
―
正
倉
院
文
書
や
木
簡
な
ど
の
中
に
も
、
漢
詩
が
書
か

れ
た
も
の
が
み
え
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
『
懐
風
藻
』
と
同
様
に
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上
代
漢
詩
の
一
つ
と
位
置
付
け
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
考
古
的
資
料
の
性
質
を
持
つ
ゆ
え 

か
、そ
の
文
字
列
が
持
つ
文
学
的
性
質
に
も
向
き
合
っ
た
研
究
に
は
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
木
簡
に
み
え
る
漢
詩
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
完
形
で
残
る
も
の
は
私
見
の
限
り
、

平
城
京
二
条
大
路
出
土
木
簡
19
の
、

山
東
□
南
落
葉
錦

巖
上
巖
下
白
雲
深

獨
對
他
郷
菊
花
酒

破
涙
漸
慰
失
侶
心
（
□=

判
読
不
明
箇
所
、
以
下
同
）20

の
七
言
詩
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
出
土
木
簡
21
、
お
よ
び
平

城
宮
内
裏
北
方
官
衙
地
区
出
土
木
簡
22
に
共
通
し
て
現
れ
る
漢
詩
の
断
片
と
思
し
き
文
字

列
に
つ
い
て
、
小
島
憲
之
氏「
海
東
と
西
域
　
―
啓
蒙
期
と
し
て
み
た
上
代
文
学
一
斑
―
」

（『
文
学
』
五
一
巻
一
二
号
、
一
九
八
三
年
一
二
月
）23
が
比
較
的
早
く
に
語
釈
を
試
み
て

い
る
。
近
年
、
村
田
右
富
実
氏
「
木
簡
に
残
る
文
字
列
の
韻
文
認
定
に
つ
い
て
　
―
「
送

寒
衣
」、「
七
夕
四
」
な
ど
―
」（『
上
代
文
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）
が
当

該
漢
詩
断
片
文
字
列
に
つ
い
て
、
文
字
列
の
推
定
と
音
韻
、
表
現
の
分
析
を
行
い
、

昨
夜
秋
風
急
、
今
朝
白
□
飛

故
京
千
万
里
、
誰
為
送
寒
衣

と
の
本
文
の
釈
読
と
、「
正
格
の
五
言
絶
句
」
と
し
て
の
認
定
を
行
っ
た
。
村
田
論
文
は

そ
の
認
定
の
手
続
き
に
お
い
て
、

中
国
語
韻
文
は
平
仄
と
押
韻
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
機
制
が
存
在
す
る
た
め
、
一
定

の
文
字
数
が
存
在
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
を
認
定
フ
ラ
グ
と
し
て
、
そ
の
文
字
列
が
中

国
語
韻
文
で
あ
る
と
認
定
で
き
る
。

と
論
じ
る
。
前
項
の
『
懐
風
藻
』
や
次
節
以
降
に
触
れ
る
歴
史
資
料
に
み
え
る
上
代
日
本

漢
詩
は
、
中
国
漢
詩
に
比
べ
、
平
仄
や
押
韻
な
ど
の
不
整
備
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

点
で
村
田
論
文
が
設
け
た
音
韻
と
い
う
基
準
は
、
あ
く
ま
で
〝
正
格
の
〟
中
国
語
韻
文（=

漢
詩
）
の
判
定
に
お
い
て
十
全
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
理
解
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
上
代
日
本
漢
詩
の
音
韻
の
不
整
備
は
、
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
同
意
で
は
な
い
。

音
韻
を
手
掛
か
り
に
そ
れ
を
韻
文
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
示
唆
は
貴
重

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
韻
文
と
し
て
の
認
定
に
手
続
き
が
必
要
な
例
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
例
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
24
に
み
え
る
、

白
馬
鳴
向
山
　
欲
其
上
草
食

女
人
向
男
咲
　
相
遊
其
下
也

の
文
字
列
の
存
在
は
い
う
ま
で
も
な
く
有
名
だ
ろ
う
。
公
表
当
時
の
報
道
に
、

漢
詩
の
木
簡（
長
さ
二
十
一
セ
ン
チ
、
幅
二・四
セ
ン
チ
）は
七
世
紀
後
半
の
溝
か
ら
発

見
さ
れ
た
。
…
…
対
句
に
な
っ
て
い
る
が
、
第
二
句
と
第
四
句
で
韻
を
踏
む
な
ど
の

漢
詩
の
規
則
に
は
従
っ
て
い
な
い
。（「
朝
日
新
聞（
朝
刊
）」
一
九
九
八
年
九
月
五
日
）

と
の
記
述
が
み
え
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
こ
れ
を
非
正
格
な
漢
詩
と
み
な
す
言
質
が
あ
っ

た
。
確
か
に
五
字
・
四
句
と
い
う
構
成
を
目
に
す
れ
ば
、
五
言
絶
句
的
に
も
み
え
る
が
、

平
仄
並
び
に
韻
へ
の
目
配
り
は
み
え
ず
、
こ
れ
を
漢
詩
と
認
め
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る

も
の
が
あ
る
。
漢
詩
風
の
文
章
と
理
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
。
犬
飼
隆
氏
「
七

世
紀
木
簡
の
国
語
史
的
意
義
」（『
木
簡
研
究
』
二
三
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
の
和
歌
を

書
い
た
も
の
か
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
も
諾
え
よ
う
。
同
様
に
、
藤
原
宮
跡
東
方
官
衙
北

地
区
出
土
木
簡
25
に
、「
□
雪
多
降
而
甚
寒
」
と
み
え
る
文
字
列
が
あ
る
。
一
見
漢
詩
的

表
現
に
も
思
え
る
も
の
の
、
前
掲
小
島
論
文
は
「
雪
多
降
」
が
和
習
的
で
あ
り
、
書
簡
表

現
か
と
推
測
す
る
。
ま
た
前
掲
村
田
論
文
に
は
、「
雪ゆ

き 

多さ
は
に 

降ふ
り 

而て 

甚い
と 

寒さ
む
し」「

…
雪

ゆ
き
の 

多さ
は
に

降ふ
り 

而て 

甚い
と 

寒さ
む
く…

」
な
ど
和
歌
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ

を
漢
詩
の
一
部
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
確
実
に
漢
詩
の
一
部
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
平
城
京
左
京
二

条
二
坊
出
土
木
簡
26
の
「
萬
里
人
南
去
三
□春

ヵ

」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
唐
詩
に
、

万
里
人
は
南
に
去
り
、
三
春
雁
は
北
に
飛
ぶ
。

〔
万
里
人
南
去
、
三

0

0

0

0

0

0

春
雁
北
飛
。〕（
韋
承
慶
「
南
中
詠
雁
詩
」、『
全
唐
詩
』
四
六
／

于
季
子
「
南
行
別
弟
」、
同
八
〇
）

と
右
の
木
簡
と
共
通
す
る
文
言
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
漢
詩
の
一
部
で
あ
る
蓋
然
性
は
非

常
に
高
い
。
し
か
し
こ
れ
が
韋
承
慶
詩
、
な
い
し
于
季
子
詩
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら

の
表
現
を
借
用
し
た
詩
な
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
中
国
漢
詩
な
の
か
、
日
本
漢
詩
な
の

か
も
判
然
と
し
な
い
。

　
な
お
後
述
す
る
正
倉
院
文
書
な
ど
に
も
い
え
る
こ
と
だ
が
、『
千
字
文
』
や
『
文
選
』

な
ど
漢
詩
文
の
一
部
を
習
書
し
た
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
稿

で
は
考
察
対
象
外
と
す
る
が
、
上
代
で
の
漢
詩
文
受
容
の
様
相
を
看
取
す
る
た
め
の
貴
重

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状

七
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な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
出
土
木
簡
27
に
み
え
る
、「
憶
漢
月
　
萬
里
望
向
關
」
の

文
字
列
も
、
前
掲
小
島
論
文
に
、

「
憶
二

漢
月
一

」
が
詩
題
で
あ
り
、
一
字
分
空
白
を
置
く
「
万
里
」
以
下
の
五
言
が
詩

の
部
分
に
当
る
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。
み
は
る
か
す
万
里
を
望
み
つ
つ
国
境
の
関
所

に
向
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
五
言
の
冒
頭
句
の
内
容
と
み
た
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
漢
月
」
は
、

関
山
漢
月
に
連
な
り
、
隴
水
秦
城
に
向
か
ふ
。（
北
周
・
信「
出
自
薊
北
門
行
」、『
楽

府
詩
集
』
六
一
・
雑
曲
歌
辞
一
）

な
ど
、
六
朝
・
唐
の
従
軍
詩
を
は
じ
め
と
す
る
旅
詩
類
に
み
え
る
表
現
で
あ
る
。
ま
た「
万

里
望
」
も
、

雄
心
四
海
を
志
し
、
万
里
風
塵
を
望
む
。

〔
雄
心
志
四
海
、
万
里
望

0

0

0

風
塵
。〕（
晋
・
傅
玄「
予
章
行
」、『
芸
文
類
聚
』四
一
・
楽
部
一
・

論
楽
）

な
ど
の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
語
彙
を
含
む
点
、
旅
に
関
わ
る
何
ら
か
の

漢
詩
の
一
部
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
句
数
や
音
韻
か
ら
の
判
断
は
で
き
ず
、
韻
文
と
し
て

認
定
す
る
手
掛
か
り
に
欠
け
る
。
仮
に
小
島
論
文
に
従
い
「
万●

里●

望※

向●

関○

」
28
を
初
句
と

み
な
し
た
場
合
、
仄
起
式
の
起
句
と
は
平
仄
が
合
わ
ず
、
日
本
漢
詩
の
可
能
性
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　
次
に
、
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
漢
詩
習
書
に
つ
い
て
そ
の
例
を
み
て
い
く
。
正
倉
院
文

書
に
は
多
く
の
楽
書
が
み
え
る
が
、
う
ち
漢
詩
が
完
形
で
残
る
も
の
と
し
て
は
、「
造
東

大
寺
司
牒
案
」（
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）三
月
三
日
）29
の
七
言
詩
、

万
里
三
春
重
歳
華

訪
酒
追
琴
入
仙
家

林
間
探
影
逢
明
月

谷
裏
尋
香

落
花

お
よ
び
「
造
仏
所
作
物
帳
」（
天
平
六
年
（
七
三
四
）五
月
一
日
）30
の
七
夕
詩
序
と
五
言
詩

二
首

孟
秋
良
辰
　
七
夕
清
節

涼
氣
初
升
　
鳴

驚
於
園
柳

素
露
方
凝
　
金
螢
焼
於
砌
草

于
時
　
紛
綸
風
士
　
酌
滲
之
吉
日

　
　
　
倩

淑
女
　
穿
針
之
良
夜

当
此
時
也
　
豈
得
投
筆
　
人
取
一
字
各
成
二
韻

皎
々
河
東
女
　

々
漢
西
牛

銜
怨
待
七
夕
　
巧
咲
懐
三
秋

面
前
開
短
楽
　
別
後
悲
長
愁

誰
知
情
未
極
　
反
成
相
望
悠

度
月
照
山
裏
　
古
神
遊
河
間

幸
相
三
浅
別
　
不
醉
客
非
還

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
木
簡
と
同
様
に
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
不
完
全
な
形
の
韻
文
ら

し
い
文
字
列
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
性
質
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、

山
静
林
泉
麗
骨
然
獨
坐
柀
尋
老
子

山
山
静
泉
麗
骨
然
獨
坐

心
為
明
時
盡
君
門
尚
不
容

男
薗
為
時
盡
君
聞

田
薗
迷
経
路
帰
去
欲
何
従

田
薗
迷
経
路
帰
去
欲
何
従
容
（
経
師
楽
書
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
六
月
一
三
日
附

収
）31

は
橋
本
進
吉
氏
「
南
京
遺
芳
解
説
」（『
南
京
遺
芳
附
巻
』
一
九
二
七
年
）
や
『
定
本
書
道

全
集
　
第
八
巻
（
飛
鳥
、
白
鳳
、
奈
良
時
代
）』（
河
出
書
房
、
一
九
五
六
年
）の
飯
島
春
敬

氏
に
よ
る
解
説
に
は
、
筆
す
さ
み
の
詩
文
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
小
島
憲
之
氏「
奈

良
朝
文
学
よ
り
平
安
初
頭
文
学
へ
」（『
言
語
と
文
芸
』
二
巻
一
号
、
一
九
六
〇
年
一
月
）32

に
は
、山

静
林
泉
麗
、
骨
然
獨
坐
（
一
字
脱
か
）、
柀披

尋
老
子
（
以
下
脱
）　
　
心
為
明
時
尽
、

君
門
尚
不
容
、
田
薗園 

迷
経
路
、
帰
去
欲
何
従
。

と
の
釈
文
が
載
せ
ら
れ
、
前
半
は
出
典
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
後
半
「
心
為
明
時
尽
」
以

下
は
劉
幽
求
「
書
懐
」（『
捜
玉
小
集
』）
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

冒
頭
五
字
「
山○

静●

林○

泉○

麗●

」
の
平
仄
は
五
言
絶
句
仄
起
式
の
起
句
と
一
致
し
て
お
り
、
前
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半
も
正
格
の
漢
詩
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
れ
が
中
国
漢
詩
か
、

日
本
漢
詩
な
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
そ
の
漢
詩
と
し
て
の
認
定
が
悩
ま
し
い
も
の
と
し
て
、

稍
晴
發
風
離
家
數
日
粮
纔
曾
除

日

家
戀
人
別
抱
嗟
宅
記

日
好
遊
※
家
看
路
遠
更
亦
懐
噫
何
　（
※
＝
「
康
」
の
右
に
「
鳥
」）

述
其
情
悦
敍

閑
居
瞻
庭
雀
態
春
辰
風
氣
更
冬
誰
知
其
由
（「
目
代
国
造
豊
足
解
」
天
平
一
一
年

（
七
三
九
）一
月
二
三
日
）33

が
あ
る
。
恐
ら
く
四
字
一
句
で
、

稍
晴
発
風
、
離
家
数
日
、
粮
纔
曽
除
、
日
家
戀
、
人
別
抱
嗟
。
宅
記

日
好
遊
※
、
家
看
路
遠
、
更
亦
懐
噫
、
何
述
其
情
。
悦
叙

閑
居
瞻
庭
、
雀
態
春
辰
、
風
気
更
冬
、
誰
知
其
由
。

と
な
る
と
思
わ
れ
、「
詩
賦
に
近
い
四
六
文
」（
橋
本
進
吉
氏
「
南
京
遺
文
解
説
」、『
南
京

遺
文
附
巻
』
一
九
二
一
年
）
や
、
家
郷
を
懐
か
し
が
る
詩
三
首
（
野
間
清
六
氏
「
奈
良
時

代
の
戯
画
に
つ
い
て
」、『M

useum

』
二
四
号
、
一
九
五
三
年
三
月
）
と
さ
れ
、
早
く
か

ら
そ
の
韻
文
的
性
格
が
み
い
だ
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
四
字
一
句
で
あ
る
点
、
第
一
・
二

行
の
下
に
み
え
る
小
字
注
記
様
が
、
漢
詩
に
み
え
る
「
其
一
」
な
ど
の
注
記
を
思
わ
せ
る

点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
視
覚
的
に
は
四
字
句
詩
の
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
例
え
ば
二
行
目

の「
遊
※
」は「
游

独
運
」（『
千
字
文
』）に
基
く
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
典
籍
の
表
現
に
拠
っ

て
作
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
句
末
の
押
韻
な
ど
韻
律

上
の
法
則
性
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。『
詩
経
』
の
よ
う
な
非
固
定
的
押
韻
の
構

造
を
持
つ
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
現
時
点
で
は
漢
詩
風
の
散
文
と
捉
え
る
ほ
か
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
木
簡
や
正
倉
院
文
書
の
他
に
も
、
金
石
文
の
類
に
は
、
四
言

体
を
主
と
す
る
韻
文
　
―
―
厳
密
に
は
詩
で
は
な
く
、「
銘
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
み
え
る
。

ま
と
ま
っ
た
資
料
群
と
し
て
は
銅
鏡
の
銘
文
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
概
ね
中
国
に

お
け
る
作
文
で
あ
り
、
本
書
で
は
上
代
の
韻
文
と
は
み
な
さ
な
い
34
。

　
上
代
の
銘
の
一
例
を
示
せ
ば
、

琴〇

之〇

在●

音〇

　
盪●

滌●

邪〇

心◎

雖〇

有●

正●

性●

　
其○

感●

亦●

深◎

存○

雅●

却●

鄭●

　
浮○

侈●

是●

禁◎

條○

暢●

和○

正●

　
楽●

而○

不○

淫◎

の
よ
う
に
、
正
倉
院
宝
物
「
金
銀
平
文
琴
」（
北
倉
二
六
）
と
、
漢
籍
（
後
漢
・
李
尤
「
琴

銘
」、『
芸
文
類
聚
』
四
四
・
楽
部
四
・
琴
）
の
双
方
に
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

中
国
の
銘
の
確
実
な
伝
来
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
音
韻
に
着
目
す
れ
ば
、
平

仄
に
は
近
体
詩
の
よ
う
な
厳
密
な
規
則
性
は
看
取
で
き
な
い
も
の
の
、
偶
数
句
末
が
い
ず

れ
も
押
韻
さ
れ
る
35
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
同
様
の
形
式
を
持
つ
も
の
は

墓
誌
に
も
、

天

派
、
若
木
分
枝◎

。

標
英
啓
哲
、
載
徳
形
儀◎

。
…
…
（「
威
奈
大
村
骨
蔵
器
銘
」
上
平
声
・
支
韻
）

儀
形
百
代
、
冠
蓋
千
年◎

。

夜
台
荒
寂
、
松
柏
含
煙◎

。（「
石
川
年
足
墓
誌
銘
」
下
平
声
・
先
韻
）

と
の
例
が
み
え
る
36
。
こ
れ
ら
は
音
韻
の
規
則
性
か
ら
い
っ
て
明
ら
か
に
韻
文
と
み
な
し

て
よ
い
が
、
こ
れ
ら
と
形
態
的
な
共
通
性
を
持
ち
な
が
ら
、
音
韻
面
で
の
韻
文
的
特
徴
を

持
た
な
い
例
も
み
え
る
。
正
倉
院
宝
物
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」（
北
倉
四
四
）の
銘
は
、

種●

好●

田○

良○

　
易●

以●

得●

穀●

（
入
声
・
屋
韻
）

君○

賢○

臣○

忠○

　
易●

以●

至●

豊○

（
上
平
声
・
東
韻
）

謟〇

辞〇

之〇

語●

　
多○

悦●

会●

情○

（
下
平
声
・
清
韻
）

正●

直●

之○

言○

　
倒●

心○

逆●

耳●

（
上
声
・
止
韻
）

正●

直●

為○

心○

　
神○

明○

所●

祐●

（
去
声
・
宥
韻
）

禍●

福●

無○

門○

　
唯●

人○

所●

召●

（
去
声
・
笑
韻
）

父●

母●

不○

愛●

　
不○

孝●

之○

子●

（
上
声
・
止
韻
）

明○

君○

不○

納●

　
不○

盆○

之○

臣○

（
上
平
声
・
真
韻
）

清○

貧○

長○

楽●

　
濁●

富●

恒○

憂○

（
下
平
声
・
尤
韻
）

孝●

当○

喝●

力●

　
忠○

則●

尽●

命●

（
去
声
・
映
韻
）

君○

臣○

不○

信●

　
国●

政●

不○

安○

（
上
平
声
・
寒
韻
）

父●

子●

不○

信●

　
家○

道●

不○

睦●

（
入
声
・
屋
韻
）

と
あ
り
、
押
韻
規
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
は
国
産
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
37
、
こ
の
銘
文
も
日
本
人
に
よ
っ
て
作
文
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状

九
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な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
出
土
木
簡
27
に
み
え
る
、「
憶
漢
月
　
萬
里
望
向
關
」
の

文
字
列
も
、
前
掲
小
島
論
文
に
、

「
憶
二

漢
月
一

」
が
詩
題
で
あ
り
、
一
字
分
空
白
を
置
く
「
万
里
」
以
下
の
五
言
が
詩

の
部
分
に
当
る
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。
み
は
る
か
す
万
里
を
望
み
つ
つ
国
境
の
関
所

に
向
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
五
言
の
冒
頭
句
の
内
容
と
み
た
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
漢
月
」
は
、

関
山
漢
月
に
連
な
り
、
隴
水
秦
城
に
向
か
ふ
。（
北
周
・
信「
出
自
薊
北
門
行
」、『
楽

府
詩
集
』
六
一
・
雑
曲
歌
辞
一
）

な
ど
、
六
朝
・
唐
の
従
軍
詩
を
は
じ
め
と
す
る
旅
詩
類
に
み
え
る
表
現
で
あ
る
。
ま
た「
万

里
望
」
も
、

雄
心
四
海
を
志
し
、
万
里
風
塵
を
望
む
。

〔
雄
心
志
四
海
、
万
里
望

0

0

0

風
塵
。〕（
晋
・
傅
玄「
予
章
行
」、『
芸
文
類
聚
』四
一
・
楽
部
一
・

論
楽
）

な
ど
の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
語
彙
を
含
む
点
、
旅
に
関
わ
る
何
ら
か
の

漢
詩
の
一
部
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
句
数
や
音
韻
か
ら
の
判
断
は
で
き
ず
、
韻
文
と
し
て

認
定
す
る
手
掛
か
り
に
欠
け
る
。
仮
に
小
島
論
文
に
従
い
「
万●

里●

望※

向●

関○

」
28
を
初
句
と

み
な
し
た
場
合
、
仄
起
式
の
起
句
と
は
平
仄
が
合
わ
ず
、
日
本
漢
詩
の
可
能
性
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　
次
に
、
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
漢
詩
習
書
に
つ
い
て
そ
の
例
を
み
て
い
く
。
正
倉
院
文

書
に
は
多
く
の
楽
書
が
み
え
る
が
、
う
ち
漢
詩
が
完
形
で
残
る
も
の
と
し
て
は
、「
造
東

大
寺
司
牒
案
」（
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）三
月
三
日
）29
の
七
言
詩
、

万
里
三
春
重
歳
華

訪
酒
追
琴
入
仙
家

林
間
探
影
逢
明
月

谷
裏
尋
香

落
花

お
よ
び
「
造
仏
所
作
物
帳
」（
天
平
六
年
（
七
三
四
）五
月
一
日
）30
の
七
夕
詩
序
と
五
言
詩

二
首

孟
秋
良
辰
　
七
夕
清
節

涼
氣
初
升
　
鳴

驚
於
園
柳

素
露
方
凝
　
金
螢
焼
於
砌
草

于
時
　
紛
綸
風
士
　
酌
滲
之
吉
日

　
　
　
倩

淑
女
　
穿
針
之
良
夜

当
此
時
也
　
豈
得
投
筆
　
人
取
一
字
各
成
二
韻

皎
々
河
東
女
　

々
漢
西
牛

銜
怨
待
七
夕
　
巧
咲
懐
三
秋

面
前
開
短
楽
　
別
後
悲
長
愁

誰
知
情
未
極
　
反
成
相
望
悠

度
月
照
山
裏
　
古
神
遊
河
間

幸
相
三
浅
別
　
不
醉
客
非
還

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
木
簡
と
同
様
に
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
不
完
全
な
形
の
韻
文
ら

し
い
文
字
列
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
性
質
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、

山
静
林
泉
麗
骨
然
獨
坐
柀
尋
老
子

山
山
静
泉
麗
骨
然
獨
坐

心
為
明
時
盡
君
門
尚
不
容

男
薗
為
時
盡
君
聞

田
薗
迷
経
路
帰
去
欲
何
従

田
薗
迷
経
路
帰
去
欲
何
従
容
（
経
師
楽
書
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
六
月
一
三
日
附

収
）31

は
橋
本
進
吉
氏
「
南
京
遺
芳
解
説
」（『
南
京
遺
芳
附
巻
』
一
九
二
七
年
）
や
『
定
本
書
道

全
集
　
第
八
巻
（
飛
鳥
、
白
鳳
、
奈
良
時
代
）』（
河
出
書
房
、
一
九
五
六
年
）の
飯
島
春
敬

氏
に
よ
る
解
説
に
は
、
筆
す
さ
み
の
詩
文
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
小
島
憲
之
氏「
奈

良
朝
文
学
よ
り
平
安
初
頭
文
学
へ
」（『
言
語
と
文
芸
』
二
巻
一
号
、
一
九
六
〇
年
一
月
）32

に
は
、山

静
林
泉
麗
、
骨
然
獨
坐
（
一
字
脱
か
）、
柀披

尋
老
子
（
以
下
脱
）　
　
心
為
明
時
尽
、

君
門
尚
不
容
、
田
薗園 

迷
経
路
、
帰
去
欲
何
従
。

と
の
釈
文
が
載
せ
ら
れ
、
前
半
は
出
典
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
後
半
「
心
為
明
時
尽
」
以

下
は
劉
幽
求
「
書
懐
」（『
捜
玉
小
集
』）
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

冒
頭
五
字
「
山○

静●

林○

泉○

麗●

」
の
平
仄
は
五
言
絶
句
仄
起
式
の
起
句
と
一
致
し
て
お
り
、
前

宮城教育大学紀要　第58巻　2023

八

半
も
正
格
の
漢
詩
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
れ
が
中
国
漢
詩
か
、

日
本
漢
詩
な
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
そ
の
漢
詩
と
し
て
の
認
定
が
悩
ま
し
い
も
の
と
し
て
、

稍
晴
發
風
離
家
數
日
粮
纔
曾
除

日

家
戀
人
別
抱
嗟
宅
記

日
好
遊
※
家
看
路
遠
更
亦
懐
噫
何
　（
※
＝
「
康
」
の
右
に
「
鳥
」）

述
其
情
悦
敍

閑
居
瞻
庭
雀
態
春
辰
風
氣
更
冬
誰
知
其
由
（「
目
代
国
造
豊
足
解
」
天
平
一
一
年

（
七
三
九
）一
月
二
三
日
）33

が
あ
る
。
恐
ら
く
四
字
一
句
で
、

稍
晴
発
風
、
離
家
数
日
、
粮
纔
曽
除
、
日
家
戀
、
人
別
抱
嗟
。
宅
記

日
好
遊
※
、
家
看
路
遠
、
更
亦
懐
噫
、
何
述
其
情
。
悦
叙

閑
居
瞻
庭
、
雀
態
春
辰
、
風
気
更
冬
、
誰
知
其
由
。

と
な
る
と
思
わ
れ
、「
詩
賦
に
近
い
四
六
文
」（
橋
本
進
吉
氏
「
南
京
遺
文
解
説
」、『
南
京

遺
文
附
巻
』
一
九
二
一
年
）
や
、
家
郷
を
懐
か
し
が
る
詩
三
首
（
野
間
清
六
氏
「
奈
良
時

代
の
戯
画
に
つ
い
て
」、『M

useum

』
二
四
号
、
一
九
五
三
年
三
月
）
と
さ
れ
、
早
く
か

ら
そ
の
韻
文
的
性
格
が
み
い
だ
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
四
字
一
句
で
あ
る
点
、
第
一
・
二

行
の
下
に
み
え
る
小
字
注
記
様
が
、
漢
詩
に
み
え
る
「
其
一
」
な
ど
の
注
記
を
思
わ
せ
る

点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
視
覚
的
に
は
四
字
句
詩
の
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
例
え
ば
二
行
目

の「
遊
※
」は「
游

独
運
」（『
千
字
文
』）に
基
く
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
典
籍
の
表
現
に
拠
っ

て
作
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
句
末
の
押
韻
な
ど
韻
律

上
の
法
則
性
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。『
詩
経
』
の
よ
う
な
非
固
定
的
押
韻
の
構

造
を
持
つ
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
現
時
点
で
は
漢
詩
風
の
散
文
と
捉
え
る
ほ
か
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
木
簡
や
正
倉
院
文
書
の
他
に
も
、
金
石
文
の
類
に
は
、
四
言

体
を
主
と
す
る
韻
文
　
―
―
厳
密
に
は
詩
で
は
な
く
、「
銘
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
み
え
る
。

ま
と
ま
っ
た
資
料
群
と
し
て
は
銅
鏡
の
銘
文
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
概
ね
中
国
に

お
け
る
作
文
で
あ
り
、
本
書
で
は
上
代
の
韻
文
と
は
み
な
さ
な
い
34
。

　
上
代
の
銘
の
一
例
を
示
せ
ば
、

琴〇

之〇

在●

音〇

　
盪●

滌●

邪〇

心◎

雖〇

有●

正●

性●

　
其○

感●

亦●

深◎

存○

雅●

却●

鄭●

　
浮○

侈●

是●

禁◎

條○

暢●

和○

正●

　
楽●

而○

不○

淫◎

の
よ
う
に
、
正
倉
院
宝
物
「
金
銀
平
文
琴
」（
北
倉
二
六
）
と
、
漢
籍
（
後
漢
・
李
尤
「
琴

銘
」、『
芸
文
類
聚
』
四
四
・
楽
部
四
・
琴
）
の
双
方
に
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

中
国
の
銘
の
確
実
な
伝
来
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
音
韻
に
着
目
す
れ
ば
、
平

仄
に
は
近
体
詩
の
よ
う
な
厳
密
な
規
則
性
は
看
取
で
き
な
い
も
の
の
、
偶
数
句
末
が
い
ず

れ
も
押
韻
さ
れ
る
35
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
同
様
の
形
式
を
持
つ
も
の
は

墓
誌
に
も
、

天

派
、
若
木
分
枝◎

。

標
英
啓
哲
、
載
徳
形
儀◎

。
…
…
（「
威
奈
大
村
骨
蔵
器
銘
」
上
平
声
・
支
韻
）

儀
形
百
代
、
冠
蓋
千
年◎

。

夜
台
荒
寂
、
松
柏
含
煙◎

。（「
石
川
年
足
墓
誌
銘
」
下
平
声
・
先
韻
）

と
の
例
が
み
え
る
36
。
こ
れ
ら
は
音
韻
の
規
則
性
か
ら
い
っ
て
明
ら
か
に
韻
文
と
み
な
し

て
よ
い
が
、
こ
れ
ら
と
形
態
的
な
共
通
性
を
持
ち
な
が
ら
、
音
韻
面
で
の
韻
文
的
特
徴
を

持
た
な
い
例
も
み
え
る
。
正
倉
院
宝
物
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」（
北
倉
四
四
）の
銘
は
、

種●

好●

田○

良○

　
易●

以●

得●

穀●

（
入
声
・
屋
韻
）

君○

賢○

臣○

忠○

　
易●

以●

至●

豊○

（
上
平
声
・
東
韻
）

謟〇

辞〇

之〇

語●

　
多○

悦●

会●

情○

（
下
平
声
・
清
韻
）

正●

直●

之○

言○

　
倒●

心○

逆●

耳●

（
上
声
・
止
韻
）

正●

直●

為○

心○

　
神○

明○

所●

祐●

（
去
声
・
宥
韻
）

禍●

福●

無○

門○

　
唯●

人○

所●

召●

（
去
声
・
笑
韻
）

父●

母●

不○

愛●

　
不○

孝●

之○

子●

（
上
声
・
止
韻
）

明○

君○

不○

納●

　
不○

盆○

之○

臣○

（
上
平
声
・
真
韻
）

清○

貧○

長○

楽●

　
濁●

富●

恒○

憂○

（
下
平
声
・
尤
韻
）

孝●

当○

喝●

力●

　
忠○

則●

尽●

命●

（
去
声
・
映
韻
）

君○

臣○

不○

信●

　
国●

政●

不○

安○

（
上
平
声
・
寒
韻
）

父●

子●

不○

信●

　
家○

道●

不○

睦●

（
入
声
・
屋
韻
）

と
あ
り
、
押
韻
規
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
は
国
産
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
37
、
こ
の
銘
文
も
日
本
人
に
よ
っ
て
作
文
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状
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上
代
日
本
に
お
け
る
銘
は
、
中
国
的
様
式
に
則
っ
た
韻
文
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
、
そ

の
様
式
に
類
似
し
て
い
る
も
の
の
散
文
と
判
断
す
る
し
か
な
い
、
恐
ら
く
日
本
的
な
も
の

の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
古
例
が
「
宇
治
橋
断
碑
」
で
あ
り
、
上
代

日
本
に
お
け
る
銘
の
淵
源
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
い
え
よ
う
。
そ
の
本
文
は
、

橫
流
　
其
疾
如
箭
　
修
修
征
人
　
停
騎
成
市
　
欲
赴
重
深
　
人
馬
亡
命
　
従
古

至
今
　
莫
知
航
葦

世
有
釋
子
　
名
曰
道
登
　
出
自
山
尻
　
恵
滿
之
家
　
大
化
二
年
　
丙
午
之
歳
　
構
立

此
橋
　
濟
度
人
畜

即
因
微
善
　
爰
發
大
願
　
結
因
此
橋
　
成
果
彼
岸
　
法
界
衆
生
　
普
同
此
願
　
夢
裏

空
中
　
導
其
苦
縁

で
あ
る
が
、
各
句
末
に
お
け
る
押
韻
は
看
取
で
き
な
い
。
様
式
こ
そ
中
国
的
な
「
銘
」
を

模
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
韻
文
と
し
て
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
日
本
的

な
「
銘
」
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
以
上
、
上
代
の
史
料
漢
詩
に
つ
い
て
そ
の
発
見
と
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
て
き

た
。
完
形
の
も
の
の
残
存
数
は
現
在
決
し
て
多
く
は
な
い
も
の
の
、
断
片
は
相
当
数
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
新
出
資
料
の
発
見
も
十
分
に
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

そ
の
文
字
列
が
漢
詩
　
―
―
中
国
語
韻
文
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
か
否
か
は
、
何
ら
か
の

判
断
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
前
掲
村
田
論
文
が
挙
げ
た
平
仄
・
押

韻
は
、
正
格
の
漢
詩
を
判
別
す
る
た
め
の
有
効
な
手
続
き
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
対
象
と
な
る
文
字
列
が
、
音
韻
が
不
整
備
な
日
本
漢
詩
で
あ
る
可

能
性
も
加
味
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
文
字
列
に
含
ま
れ
る
語
句
の
典
拠
が
ど
こ
に
あ
り
、
そ

の
典
拠
と
な
る
文
献
が
上
代
日
本
に
お
い
て
如
何
様
に
摂
取
・
利
用
さ
れ
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
文
字
列
に
和
習
が
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
の
和
習
が
他
の
上
代
の
文
献
に
は
ど
の

よ
う
に
表
れ
る
の
か
。
音
韻
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
表
現
の
面
か
ら
の
分
析
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
判
断
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
、

　む
す
び

　
本
稿
に
お
い
て
は
、『
懐
風
藻
』
お
よ
び
歴
史
資
料
に
み
え
る
上
代
漢
詩
が
、
現
在
ど

の
よ
う
な
研
究
状
況
に
あ
る
の
か
を
概
観
し
て
き
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
上
代
漢
詩

の
研
究
は
『
万
葉
集
』
に
比
し
て
圧
倒
的
に
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
『
万
葉
集
』
が
約
四
五
〇
〇
首
の
和
歌
を
収
載
す
る
の
に
対
し
て
、『
懐
風
藻
』

に
収
載
さ
れ
る
漢
詩
が
約
一
二
〇
首
で
あ
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
上
代
の
和
歌
と
漢
詩
と

の
作
品
数
の
差
に
懸
隔
が
あ
る
こ
と
が
最
大
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
措
い
て

も
、
上
代
の
和
歌
の
研
究
水
準
と
、
漢
詩
の
そ
れ
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
い
。

　
現
在
、
漢
籍
や
漢
訳
仏
典
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
が
充
実
し
、
漢
籍
の
注
釈
書
類
も
日
本

文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
が
以
前
に
増
し
て
容
易
に
な
っ
た
。
上
代
文
学
研
究
に
お
い
て

も
、
比
較
文
学
的
研
究
は
一
つ
の
方
法
論
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
り
、『
万
葉
集
』
と
漢

詩
文
の
比
較
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
上
代
漢
詩
研
究
を
通

じ
て
中
国
文
学
か
ら
の
影
響
を
探
求
す
る
こ
と
も
ま
た
、
そ
の
重
要
性
を
強
め
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
中
国
的
な
も
の
を
ど
の
よ
う
に
日
本
化
し
吸
収
し
た
の
か
と
い
う
、
摂
取
咀
嚼
の
プ
ロ

セ
ス
解
明
が
大
い
に
学
術
的
価
値
を
持
つ
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
し
か
し
、
持
ち
込
ま

れ
た
中
国
的
な
も
の
が
全
て
無
条
件
に
吸
い
上
げ
ら
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
そ
も
そ
も

の
取
捨
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
何
が
取
ら
れ
何
が
捨
て
ら
れ

た
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
由
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
を
解
明
し
、
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
中
国
文
化
圏
・
漢
字
文
明
圏
の
東
端
で
成
立
し
た
文
学
作
品
の
一
つ
と
し
て
日

本
古
典
文
学
を
読
む
こ
と
こ
そ
、
比
較
文
学
的
研
究
の
方
法
論
が
発
達
し
た
今
日
に
お
い

て
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　
今
後
の
上
代
日
本
漢
詩
の
研
究
に
お
い
て
は
、
中
国
文
学
か
ら
の
摂
取
に
拘
泥
す
る
の

み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
日
本
的
独
自
性
が
内
在
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
起
因
と

な
る
事
象
は
何
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、

後
世
、
い
わ
ゆ
る
国
風
暗
黒
時
代
の
勅
撰
三
集
な
ど
平
安
期
の
漢
詩
へ
の
連
続
性
を
文
学

史
的
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
、
翻
っ
て
上
代
漢
詩
の
文
学
的
特
性
を
見
定
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一
〇

注１	

『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
は
松
下
大
三
郎
氏
・
渡
辺
文
雄
氏
『
国
歌
大
観
』（
一
九
〇
一
～

一
九
〇
三
年
）
の
歌
番
号
、
い
わ
ゆ
る
旧
国
歌
大
観
番
号
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
の
が
通
例

だ
が
、
集
中
に
収
載
さ
れ
る
漢
詩
に
は
番
号
が
附
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
例
外
的
に『
新

編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
～
九
二
年
）の
歌
番
号
を
用
い
た
部
分
が
あ
る
。

２	

沢
田
総
清
氏
『
懐
風
藻
註
釈
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
三
年
）
は
天
和
四
年
版
本
・
宝
永
二

年
版
本
・
寛
政
五
年
版
本
と
群
書
類
従
本
と
を
相
互
参
照
し
て
お
り
、
杉
本
行
夫
『
懐
風

藻
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
三
年
）
は
、
寛
政
五
年
版
本
を
底
本
に
、
宝
永
二
年
版
本
・
群
書
類

従
本
と
対
校
し
、
そ
の
他
『
日
本
古
典
全
集
』・『
校
注
日
本
文
学
大
系
』、『
懐
風
藻
新
釈
』、

『
歴
朝
詩
纂
』、『
本
朝
詩
紀
』
を
参
照
し
て
い
る
。
林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
』（
明
治
書
院
、

一
九
五
八
年
）
は
寛
政
五
年
版
本
を
底
本
に
群
書
類
従
本
を
対
校
す
る
。
林
長
柯
の
追
記
に

は
、
校
正
中
に
『
尾
州
本
』（『
蓬
左
文
庫
本
』）を
実
見
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

３	

「『
懐
風
藻
』
未
紹
介
写
本
三
点
」（『
汲
古
』
六
二
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）、「
田
中
教
忠

旧
蔵
本
『
懐
風
藻
』
に
つ
い
て
　
―
未
紹
介
写
本
補
遺
―
」（『
汲
古
』
六
四
号
、
二
〇
一
三

年
一
二
月
）、「『
懐
風
藻
』
未
紹
介
写
本
拾
遺
　
―
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
旧
黒
川
文
庫
本

そ
の
他
―
」（『
早
稲
田
大
学
日
本
古
典
籍
研
究
所
年
報
』
七
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）な
ど
。

４	

解
題
、
お
よ
び
本
文
や
注
釈
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
土
佐
朋
子
氏
編
『
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
懐

風
藻
箋
註
』
本
文
と
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）を
参
照
。

５	

「
解
説
（
懐
風
藻
）」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
69
　
懐
風
藻
　
文
華
秀
麗
集
　
本
朝
文
粋
』
岩

波
書
店
、
一
九
六
四
年
）

６	

例
え
ば
、『
新
釈
』
は
、
大
津
皇
子
「
臨
終
、
一
絶
」（『
懐
風
藻
』
七
）に
つ
い
て
、

	

金
烏
は
太
陽
の
異
名
。
太
陽
が
西
舎
に
臨
む
は
、
即
ち
落
日
な
り
。
皇
子
が
二
十
四
の
年

も
茲
に
終
を
告
げ
ん
と
す
、
漏
声
も
鼓
声
0

0

も
刻
刻
に
逼
る
。
鳴
呼
二
十
四
、
短
命
0

0

を
悲
し

ま
ざ
ら
ん
や
。
泉
路
0

0

は
冥
冥
、
賓0

も
無0

く
、
主0

も
無0

し
。
此
の
身
を
寄
す
る
果
し
て
誰0

が

家0

ぞ
や
。
平
平
の
語
と
誰
も
、
哀
哀
の
極
み
な
り
。

	

な
ど
と
、
大
津
皇
子
の
年
齢
や
謀
反
に
関
わ
る
処
刑
と
詩
を
結
び
付
け
理
解
し
て
い
る
。
し

か
し
、
詩
句
や
様
式
の
典
拠
な
ど
に
は
触
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
六
〇
年
代
以
降
、『
小

島
大
系
』
や
山
岸
徳
平
氏
「
懐
風
藻
の
成
立
」（『
山
岸
徳
平
著
作
集
１
　
日
本
漢
文
学
研
究
』

有
精
堂
出
版
、
一
九
七
二
年
）
に
、
五
代
・
江
為
「
臨
刑
詩
」
や
明
清
・
金
聖
嘆
「
臨
刑
」

と
の
類
想
性
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
は
小
島
憲
之
氏
「
近
江
朝
の
文
学
　
―
そ
の
詩
と
歌
―
」

（『
文
学
』
四
三
号
、
一
九
七
五
年
四
月
）
に
、
陳
後
主
叔
宝
の
「
鼓
声
推
二

命
役
一

、
日
光
向

レ

西
斜
、
黄
泉
無
二

客
主
一

、
今
夜
向
二

誰
家
一

。」（
釈
智
光
『
浄
名
玄
論
略
述
』
所
引
）
が
典
拠

で
あ
る
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
た
。
六
・
七
〇
年
代
に
お
い
て
既
に
そ
の
半
世
紀
前
と
は
研
究

水
準
の
懸
隔
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

７	

佐
佐
木
信
綱
氏「
林
古
渓
」（『
あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出
　
自
伝
と
交
友
の
面
影
』朝
日
新
聞
社
、

一
九
五
三
年
）

８	

「
故
　
林
古
渓
氏
著『
懐
風
藻
新
註
』」（『
国
語
と
国
文
学
』三
六
巻
五
号
、
一
九
五
九
年
五
月
）

９	

以
下
に
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
訳
本
で
あ
り
厳
密
な
意
味
の
注
釈
書
で
は
な
い
が
、
楜
沢
龍

吉
氏
『
和
訳
詩
集
懐
風
藻
』（
学
灯
社
、
一
九
七
二
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
猪
口
篤
志
氏
『
新

釈
漢
文
大
系
45
　
日
本
漢
詩
　
上
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
）
に
は
大
津
皇
子
「
侍
宴
」

（『
懐
風
藻
』
一
）の
み
注
解
が
載
る
。

10	

土
佐
朋
子
氏
編
『
校
本
懐
風
藻
（
新
典
社
研
究
叢
書
335
）』（
新
典
社
、
二
〇
二
一
年
）、
対
校

本
の
解
題
。

11	

注
釈
対
象
詩
・
担
当
者
は
次
の
通
り
。	

河
島
皇
子
「
山
斎
」（
三
）
―
井
実
充
史
氏	

大
津
皇
子
「
春
苑
言
宴
」（
四
）
―
土
佐
朋
子
氏	

釈
智
蔵
「
翫
花
鴬
」（
八
）
―
荒
川
聡
美
氏	

中
臣
大
島
「
山
斎
」（
一
三
）
―
顧
姍
姍
氏	

大
神
高
市
麻
呂
「
従
駕
　
応
詔
」（
一
八
）
―
高
橋
憲
子
氏	

采
女
比
良
夫
「
春
日
侍
宴
　
応
詔
」（
四
二
）
―
高
松
寿
夫
氏	

大
伴
旅
人
「
初
春
侍
宴
」（
四
四
）
―
李
満
紅
氏	

藤
原
総
前
「
侍
宴
」（
八
七
）
―
梁
奕
華
氏

12	

「
懐
風
藻
の
詩
学
（
一
）　
―
先
哲
の
遺
風
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
四
号
、
一
九
九
九
年
五
月
）	

「
懐
風
藻
の
詩
学（
二
）　
―
置
醴
の
遊
び
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
五
号
、
一
九
九
九
年
一
一
月
）	

「
懐
風
藻
の
詩
学
（
三
）　
―
応
詔
の
詩
学
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）	

「
懐
風
藻
の
詩
学
（
四
）」（『
懐
風
藻
研
究
』
七
号
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）

	

「
懐
風
藻
の
詩
学
（
五
）　
―
儒
と
老
の
合
一
と
美
的
規
範
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
九
号
、

二
〇
〇
二
年
五
月
）

13	

『
懐
風
藻
の
詩
と
文
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
三
年
）所
収
。

14	

「
侍
宴
詩
に
つ
い
て
　
―
作
品
構
造
と
そ
の
類
型
―
」
と
し
て
『
上
代
漢
詩
と
中
国
文
学
』（
笠

間
書
院
、
一
九
八
九
年
）所
収
。

15	

「
吉
野
詩
の
山
水
観
　
―
「
智
水
仁
山
」
の
典
故
を
中
心
に
―
」
と
し
て
『
上
代
漢
詩
と
中

国
文
学
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
年
）所
収
。

16	

「
懐
風
藻
の
詩
」
と
し
て
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
　
下
』（
塙
書
房
、
一
九
六
五
年
）

所
収
。

17	

『
漢
語
逍
遥
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）所
収
。

18	

「
石
上
乙
麻
呂
「
南
裔
の
怨
」
―
そ
の
鄙
で
の
別
れ
と
試
作
―
」（『
愛
文
』
三
六
号
、

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）、「
石
上
乙
麻
呂
の
「
旧
識
」
に
贈
る
詩
と
「
麗
人
」
を
想
う
詩
と
」（『
美

夫
君
志
』
七
二
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、「
石
上
乙
麻
呂
『
銜
悲
』
考
　
―
懐
風
藻
所
収
の

四
首
の
詩
か
ら
―
」（『
文
学
史
研
究
』
四
九
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

19	

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
二
条
大
路
濠
状
遺
構
（
南
）出
土
。
城22-42

上
（479

））

20	

松
尾
善
弘
氏
「
近
体
詩
の
平
仄
法
と
構
句
法
」（『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
四
号
、

二
〇
〇
〇
年
五
月
）
は
、
判
読
不
能
部
分
が
「
山
」
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
語
釈
に
つ
い

飛鳥・奈良時代の漢詩とその研究の現状

一
一

－345－



　
上
代
日
本
に
お
け
る
銘
は
、
中
国
的
様
式
に
則
っ
た
韻
文
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
、
そ

の
様
式
に
類
似
し
て
い
る
も
の
の
散
文
と
判
断
す
る
し
か
な
い
、
恐
ら
く
日
本
的
な
も
の

の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
古
例
が
「
宇
治
橋
断
碑
」
で
あ
り
、
上
代

日
本
に
お
け
る
銘
の
淵
源
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
い
え
よ
う
。
そ
の
本
文
は
、

橫
流
　
其
疾
如
箭
　
修
修
征
人
　
停
騎
成
市
　
欲
赴
重
深
　
人
馬
亡
命
　
従
古

至
今
　
莫
知
航
葦

世
有
釋
子
　
名
曰
道
登
　
出
自
山
尻
　
恵
滿
之
家
　
大
化
二
年
　
丙
午
之
歳
　
構
立

此
橋
　
濟
度
人
畜

即
因
微
善
　
爰
發
大
願
　
結
因
此
橋
　
成
果
彼
岸
　
法
界
衆
生
　
普
同
此
願
　
夢
裏

空
中
　
導
其
苦
縁

で
あ
る
が
、
各
句
末
に
お
け
る
押
韻
は
看
取
で
き
な
い
。
様
式
こ
そ
中
国
的
な
「
銘
」
を

模
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
韻
文
と
し
て
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
日
本
的

な
「
銘
」
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
以
上
、
上
代
の
史
料
漢
詩
に
つ
い
て
そ
の
発
見
と
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
て
き

た
。
完
形
の
も
の
の
残
存
数
は
現
在
決
し
て
多
く
は
な
い
も
の
の
、
断
片
は
相
当
数
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
新
出
資
料
の
発
見
も
十
分
に
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

そ
の
文
字
列
が
漢
詩
　
―
―
中
国
語
韻
文
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
か
否
か
は
、
何
ら
か
の

判
断
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
前
掲
村
田
論
文
が
挙
げ
た
平
仄
・
押

韻
は
、
正
格
の
漢
詩
を
判
別
す
る
た
め
の
有
効
な
手
続
き
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
対
象
と
な
る
文
字
列
が
、
音
韻
が
不
整
備
な
日
本
漢
詩
で
あ
る
可

能
性
も
加
味
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
文
字
列
に
含
ま
れ
る
語
句
の
典
拠
が
ど
こ
に
あ
り
、
そ

の
典
拠
と
な
る
文
献
が
上
代
日
本
に
お
い
て
如
何
様
に
摂
取
・
利
用
さ
れ
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
文
字
列
に
和
習
が
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
の
和
習
が
他
の
上
代
の
文
献
に
は
ど
の

よ
う
に
表
れ
る
の
か
。
音
韻
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
表
現
の
面
か
ら
の
分
析
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
判
断
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
、
　む
す
び

　
本
稿
に
お
い
て
は
、『
懐
風
藻
』
お
よ
び
歴
史
資
料
に
み
え
る
上
代
漢
詩
が
、
現
在
ど

の
よ
う
な
研
究
状
況
に
あ
る
の
か
を
概
観
し
て
き
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
上
代
漢
詩

の
研
究
は
『
万
葉
集
』
に
比
し
て
圧
倒
的
に
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
『
万
葉
集
』
が
約
四
五
〇
〇
首
の
和
歌
を
収
載
す
る
の
に
対
し
て
、『
懐
風
藻
』

に
収
載
さ
れ
る
漢
詩
が
約
一
二
〇
首
で
あ
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
上
代
の
和
歌
と
漢
詩
と

の
作
品
数
の
差
に
懸
隔
が
あ
る
こ
と
が
最
大
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
措
い
て

も
、
上
代
の
和
歌
の
研
究
水
準
と
、
漢
詩
の
そ
れ
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
い
。

　
現
在
、
漢
籍
や
漢
訳
仏
典
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
が
充
実
し
、
漢
籍
の
注
釈
書
類
も
日
本

文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
が
以
前
に
増
し
て
容
易
に
な
っ
た
。
上
代
文
学
研
究
に
お
い
て

も
、
比
較
文
学
的
研
究
は
一
つ
の
方
法
論
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
り
、『
万
葉
集
』
と
漢

詩
文
の
比
較
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
上
代
漢
詩
研
究
を
通

じ
て
中
国
文
学
か
ら
の
影
響
を
探
求
す
る
こ
と
も
ま
た
、
そ
の
重
要
性
を
強
め
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
中
国
的
な
も
の
を
ど
の
よ
う
に
日
本
化
し
吸
収
し
た
の
か
と
い
う
、
摂
取
咀
嚼
の
プ
ロ

セ
ス
解
明
が
大
い
に
学
術
的
価
値
を
持
つ
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
し
か
し
、
持
ち
込
ま

れ
た
中
国
的
な
も
の
が
全
て
無
条
件
に
吸
い
上
げ
ら
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
そ
も
そ
も

の
取
捨
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
何
が
取
ら
れ
何
が
捨
て
ら
れ

た
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
由
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
を
解
明
し
、
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
中
国
文
化
圏
・
漢
字
文
明
圏
の
東
端
で
成
立
し
た
文
学
作
品
の
一
つ
と
し
て
日

本
古
典
文
学
を
読
む
こ
と
こ
そ
、
比
較
文
学
的
研
究
の
方
法
論
が
発
達
し
た
今
日
に
お
い

て
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　
今
後
の
上
代
日
本
漢
詩
の
研
究
に
お
い
て
は
、
中
国
文
学
か
ら
の
摂
取
に
拘
泥
す
る
の

み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
日
本
的
独
自
性
が
内
在
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
起
因
と

な
る
事
象
は
何
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、

後
世
、
い
わ
ゆ
る
国
風
暗
黒
時
代
の
勅
撰
三
集
な
ど
平
安
期
の
漢
詩
へ
の
連
続
性
を
文
学

史
的
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
、
翻
っ
て
上
代
漢
詩
の
文
学
的
特
性
を
見
定
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一
〇

注１	

『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
は
松
下
大
三
郎
氏
・
渡
辺
文
雄
氏
『
国
歌
大
観
』（
一
九
〇
一
～

一
九
〇
三
年
）
の
歌
番
号
、
い
わ
ゆ
る
旧
国
歌
大
観
番
号
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
の
が
通
例

だ
が
、
集
中
に
収
載
さ
れ
る
漢
詩
に
は
番
号
が
附
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
例
外
的
に『
新

編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
～
九
二
年
）の
歌
番
号
を
用
い
た
部
分
が
あ
る
。

２	

沢
田
総
清
氏
『
懐
風
藻
註
釈
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
三
年
）
は
天
和
四
年
版
本
・
宝
永
二

年
版
本
・
寛
政
五
年
版
本
と
群
書
類
従
本
と
を
相
互
参
照
し
て
お
り
、
杉
本
行
夫
『
懐
風

藻
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
三
年
）
は
、
寛
政
五
年
版
本
を
底
本
に
、
宝
永
二
年
版
本
・
群
書
類

従
本
と
対
校
し
、
そ
の
他
『
日
本
古
典
全
集
』・『
校
注
日
本
文
学
大
系
』、『
懐
風
藻
新
釈
』、

『
歴
朝
詩
纂
』、『
本
朝
詩
紀
』
を
参
照
し
て
い
る
。
林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
』（
明
治
書
院
、

一
九
五
八
年
）
は
寛
政
五
年
版
本
を
底
本
に
群
書
類
従
本
を
対
校
す
る
。
林
長
柯
の
追
記
に

は
、
校
正
中
に
『
尾
州
本
』（『
蓬
左
文
庫
本
』）を
実
見
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

３	

「『
懐
風
藻
』
未
紹
介
写
本
三
点
」（『
汲
古
』
六
二
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）、「
田
中
教
忠

旧
蔵
本
『
懐
風
藻
』
に
つ
い
て
　
―
未
紹
介
写
本
補
遺
―
」（『
汲
古
』
六
四
号
、
二
〇
一
三

年
一
二
月
）、「『
懐
風
藻
』
未
紹
介
写
本
拾
遺
　
―
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
旧
黒
川
文
庫
本

そ
の
他
―
」（『
早
稲
田
大
学
日
本
古
典
籍
研
究
所
年
報
』
七
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）な
ど
。

４	

解
題
、
お
よ
び
本
文
や
注
釈
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
土
佐
朋
子
氏
編
『
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
懐

風
藻
箋
註
』
本
文
と
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）を
参
照
。

５	

「
解
説
（
懐
風
藻
）」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
69
　
懐
風
藻
　
文
華
秀
麗
集
　
本
朝
文
粋
』
岩

波
書
店
、
一
九
六
四
年
）

６	

例
え
ば
、『
新
釈
』
は
、
大
津
皇
子
「
臨
終
、
一
絶
」（『
懐
風
藻
』
七
）に
つ
い
て
、

	

金
烏
は
太
陽
の
異
名
。
太
陽
が
西
舎
に
臨
む
は
、
即
ち
落
日
な
り
。
皇
子
が
二
十
四
の
年

も
茲
に
終
を
告
げ
ん
と
す
、
漏
声
も
鼓
声
0

0

も
刻
刻
に
逼
る
。
鳴
呼
二
十
四
、
短
命
0

0

を
悲
し

ま
ざ
ら
ん
や
。
泉
路
0

0

は
冥
冥
、
賓0

も
無0

く
、
主0

も
無0

し
。
此
の
身
を
寄
す
る
果
し
て
誰0

が

家0

ぞ
や
。
平
平
の
語
と
誰
も
、
哀
哀
の
極
み
な
り
。

	

な
ど
と
、
大
津
皇
子
の
年
齢
や
謀
反
に
関
わ
る
処
刑
と
詩
を
結
び
付
け
理
解
し
て
い
る
。
し

か
し
、
詩
句
や
様
式
の
典
拠
な
ど
に
は
触
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
六
〇
年
代
以
降
、『
小

島
大
系
』
や
山
岸
徳
平
氏
「
懐
風
藻
の
成
立
」（『
山
岸
徳
平
著
作
集
１
　
日
本
漢
文
学
研
究
』

有
精
堂
出
版
、
一
九
七
二
年
）
に
、
五
代
・
江
為
「
臨
刑
詩
」
や
明
清
・
金
聖
嘆
「
臨
刑
」

と
の
類
想
性
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
は
小
島
憲
之
氏
「
近
江
朝
の
文
学
　
―
そ
の
詩
と
歌
―
」

（『
文
学
』
四
三
号
、
一
九
七
五
年
四
月
）
に
、
陳
後
主
叔
宝
の
「
鼓
声
推
二

命
役
一

、
日
光
向

レ

西
斜
、
黄
泉
無
二

客
主
一

、
今
夜
向
二

誰
家
一

。」（
釈
智
光
『
浄
名
玄
論
略
述
』
所
引
）
が
典
拠

で
あ
る
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
た
。
六
・
七
〇
年
代
に
お
い
て
既
に
そ
の
半
世
紀
前
と
は
研
究

水
準
の
懸
隔
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

７	

佐
佐
木
信
綱
氏「
林
古
渓
」（『
あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出
　
自
伝
と
交
友
の
面
影
』朝
日
新
聞
社
、

一
九
五
三
年
）

８	

「
故
　
林
古
渓
氏
著『
懐
風
藻
新
註
』」（『
国
語
と
国
文
学
』三
六
巻
五
号
、
一
九
五
九
年
五
月
）

９	

以
下
に
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
訳
本
で
あ
り
厳
密
な
意
味
の
注
釈
書
で
は
な
い
が
、
楜
沢
龍

吉
氏
『
和
訳
詩
集
懐
風
藻
』（
学
灯
社
、
一
九
七
二
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
猪
口
篤
志
氏
『
新

釈
漢
文
大
系
45
　
日
本
漢
詩
　
上
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
）
に
は
大
津
皇
子
「
侍
宴
」

（『
懐
風
藻
』
一
）の
み
注
解
が
載
る
。

10	

土
佐
朋
子
氏
編
『
校
本
懐
風
藻
（
新
典
社
研
究
叢
書
335
）』（
新
典
社
、
二
〇
二
一
年
）、
対
校

本
の
解
題
。

11	

注
釈
対
象
詩
・
担
当
者
は
次
の
通
り
。	

河
島
皇
子
「
山
斎
」（
三
）
―
井
実
充
史
氏	

大
津
皇
子
「
春
苑
言
宴
」（
四
）
―
土
佐
朋
子
氏	

釈
智
蔵
「
翫
花
鴬
」（
八
）
―
荒
川
聡
美
氏	

中
臣
大
島
「
山
斎
」（
一
三
）
―
顧
姍
姍
氏	

大
神
高
市
麻
呂
「
従
駕
　
応
詔
」（
一
八
）
―
高
橋
憲
子
氏	

采
女
比
良
夫
「
春
日
侍
宴
　
応
詔
」（
四
二
）
―
高
松
寿
夫
氏	

大
伴
旅
人
「
初
春
侍
宴
」（
四
四
）
―
李
満
紅
氏	

藤
原
総
前
「
侍
宴
」（
八
七
）
―
梁
奕
華
氏

12	

「
懐
風
藻
の
詩
学
（
一
）　
―
先
哲
の
遺
風
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
四
号
、
一
九
九
九
年
五
月
）	

「
懐
風
藻
の
詩
学（
二
）　
―
置
醴
の
遊
び
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
五
号
、
一
九
九
九
年
一
一
月
）	

「
懐
風
藻
の
詩
学
（
三
）　
―
応
詔
の
詩
学
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）	

「
懐
風
藻
の
詩
学
（
四
）」（『
懐
風
藻
研
究
』
七
号
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）

	

「
懐
風
藻
の
詩
学
（
五
）　
―
儒
と
老
の
合
一
と
美
的
規
範
―
」（『
懐
風
藻
研
究
』
九
号
、

二
〇
〇
二
年
五
月
）

13	

『
懐
風
藻
の
詩
と
文
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
三
年
）所
収
。

14	

「
侍
宴
詩
に
つ
い
て
　
―
作
品
構
造
と
そ
の
類
型
―
」
と
し
て
『
上
代
漢
詩
と
中
国
文
学
』（
笠

間
書
院
、
一
九
八
九
年
）所
収
。

15	

「
吉
野
詩
の
山
水
観
　
―
「
智
水
仁
山
」
の
典
故
を
中
心
に
―
」
と
し
て
『
上
代
漢
詩
と
中

国
文
学
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
年
）所
収
。

16	

「
懐
風
藻
の
詩
」
と
し
て
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
　
下
』（
塙
書
房
、
一
九
六
五
年
）

所
収
。

17	

『
漢
語
逍
遥
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）所
収
。

18	

「
石
上
乙
麻
呂
「
南
裔
の
怨
」
―
そ
の
鄙
で
の
別
れ
と
試
作
―
」（『
愛
文
』
三
六
号
、

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）、「
石
上
乙
麻
呂
の
「
旧
識
」
に
贈
る
詩
と
「
麗
人
」
を
想
う
詩
と
」（『
美

夫
君
志
』
七
二
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、「
石
上
乙
麻
呂
『
銜
悲
』
考
　
―
懐
風
藻
所
収
の

四
首
の
詩
か
ら
―
」（『
文
学
史
研
究
』
四
九
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

19	

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
二
条
大
路
濠
状
遺
構
（
南
）出
土
。
城22-42

上
（479

））

20	

松
尾
善
弘
氏
「
近
体
詩
の
平
仄
法
と
構
句
法
」（『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
四
号
、

二
〇
〇
〇
年
五
月
）
は
、
判
読
不
能
部
分
が
「
山
」
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
語
釈
に
つ
い
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て
は
拙
稿
「
平
城
京
二
条
大
路
出
土
木
簡
の
「
山
東
山
南
」
詩
に
つ
い
て
」（『
美
夫
君
志
』

九
六
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）を
参
照
。

21	

木
研3-12

頁-5

（2

）（
城14-13

下
（79

））

22	
城15-13

上
（55

）。

23	
同
名
で
『
万
葉
以
前
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）に
所
収

24	

飛
鳥
藤
原
京1-248

（
木
研21-22

頁-

（37

）・
飛13-18

上
（97

））

25	

木
簡
黎
明-
（41

）（
日
本
古
代
木
簡
選
・
藤
原
宮2-664

・
飛4-7

上
（37

））

26	

平
城
京3-5426
（
城30-38

下
（1306

））

27	

木
研17-163
頁-
（15

）（
城8-5

下
（36

）・
日
本
古
代
木
簡
選
）

28	

「
望
」
は
平
仄
両
用
。
下
平
声
陽
韻
な
い
し
去
声
漾
韻
。

29	

続
々
修
一
六
帙
三
、
大
日
古
　
一
一
・
一
七
六
～
一
七
七

30	

続
修
三
二
、
大
日
古
　
一
・
五
五
三
～
五
六
〇

31	

続
々
集
三
九
帙
二
紙
裏
、
大
日
古
　
一
七
・
四
八
六

32	

『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
　
下
』（
塙
書
房
、
一
九
六
五
年
）所
収
。

33	

続
々
修
四
六
帙
九
紙
背
、
大
日
古
　
七
・
二
二
三
・
二
二
四

34	

な
お
銅
鏡
の
銘
文
の
様
式
等
に
関
し
て
は
、
岡
村
秀
典
氏
『
鏡
が
語
る
古
代
史
』（
岩
波
新
書
、

二
〇
一
七
年
）に
詳
し
い
。

35	

下
平
声
・
侵
韻
。
韻
字
は
一
定
句
ご
と
に
換
韻
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

36	

「
威
奈
大
村
骨
蔵
器
銘
」
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
氏
「
伝
来
書
推
定
の
問
題
」（『
上
代
日
本

と
中
国
文
学
　
上
』
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）、
東
野
治
之
氏
「
黄
葉
片
々
『

信
集
』
と
威

奈
大
村
墓
誌
」（『
万
葉
』
一
一
五
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）に
詳
し
い
。「
石
川
年
足
墓
誌
」

に
つ
い
て
は
拙
稿
「
上
代
墓
誌
に
お
け
る
文
学
性
　
―
文
飾
と
様
式
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
文

学
・
語
学
』
二
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
八
月
）を
参
照
。

37	

山
崎
一
雄
氏
「
樹
下
美
人
図
（
鳥
毛
立
女
屏
風
）」（
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
の
絵
画
』

一
九
六
八
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
）

（
令
和
六
年
一
月
三
十
日
受
理
）
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Asuka	and	Nara	Period	Chinese	Poetry	,	its	Current	Research	Status

NAKATANI Kentaro 

Abstract:

Japanese literature of the Asuka to Nara periods can be broadly categorized into Japanese texts and Chinese 

texts which are both written in Chinese characters and divided into prose and verse, respectively. The verse 

includes Japanese poetry (Waka) and Chinese poetry (Kanshi).  Waka appear in the Manyōshū, Kojiki, Nihon-

shoki, and some other historical materials. Most Waka are handed down by manuscripts, causing spelling 

inconsistencies. However, some Waka remain as they were written at the time.

      On the other hand, Kanshi are in literary works such as Kaifūsō and historical materials. In particular, 

Kaifūsō contains over 120 Kanshi from the Asuka to Nara periods. Kanshi can also be found on wooden tablets, 

archives of the Shosoin, or epigraphs. However, since Kanshi are less studied compared to Waka, there are 

many unknown aspects.

						This paper provides an overview of the history and current state of research on Kanshi from the Asuka to 

Nara periods and discusses the direction of future research. It first organizes and criticizes previous research 

on Kanshi in Kaifūsō and historical materials from the Asuka to Nara periods. It then argues that although the 

research on Kanshi lags behind that of other literary works of the same period such as the Manyōshū, steady 

progress is being made. Finally, it discusses the importance of exploring Kanshi in the context of international 

relations in East Asia for developing an understanding of Kanshi studies, and for examining the uniqueness of 

Japanese Kanshi in the Asuka to Nara periods.

Key Words : early Japanese literature, Chinese literature, Chinese poetry, Kaihūsō
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て
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拙
稿
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城
京
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大
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山
東
山
南
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詩
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い
て
」（『
美
夫
君
志
』

九
六
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
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参
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。

21	

木
研3-12

頁-5

（2

）（
城14-13

下
（79

））

22	

城15-13

上
（55

）。

23	

同
名
で
『
万
葉
以
前
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）に
所
収

24	

飛
鳥
藤
原
京1-248

（
木
研21-22
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（37

）・
飛13-18

上
（97

））

25	

木
簡
黎
明-

（41

）（
日
本
古
代
木
簡
選
・
藤
原
宮2-664

・
飛4-7

上
（37

））

26	

平
城
京3-5426

（
城30-38

下
（1306

））

27	

木
研17-163

頁-

（15

）（
城8-5

下
（36

）・
日
本
古
代
木
簡
選
）

28	

「
望
」
は
平
仄
両
用
。
下
平
声
陽
韻
な
い
し
去
声
漾
韻
。

29	

続
々
修
一
六
帙
三
、
大
日
古
　
一
一
・
一
七
六
～
一
七
七

30	

続
修
三
二
、
大
日
古
　
一
・
五
五
三
～
五
六
〇

31	

続
々
集
三
九
帙
二
紙
裏
、
大
日
古
　
一
七
・
四
八
六

32	

『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
　
下
』（
塙
書
房
、
一
九
六
五
年
）所
収
。

33	

続
々
修
四
六
帙
九
紙
背
、
大
日
古
　
七
・
二
二
三
・
二
二
四

34	

な
お
銅
鏡
の
銘
文
の
様
式
等
に
関
し
て
は
、
岡
村
秀
典
氏
『
鏡
が
語
る
古
代
史
』（
岩
波
新
書
、

二
〇
一
七
年
）に
詳
し
い
。

35	

下
平
声
・
侵
韻
。
韻
字
は
一
定
句
ご
と
に
換
韻
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

36	

「
威
奈
大
村
骨
蔵
器
銘
」
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
氏
「
伝
来
書
推
定
の
問
題
」（『
上
代
日
本

と
中
国
文
学
　
上
』
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）、
東
野
治
之
氏
「
黄
葉
片
々
『

信
集
』
と
威

奈
大
村
墓
誌
」（『
万
葉
』
一
一
五
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）に
詳
し
い
。「
石
川
年
足
墓
誌
」

に
つ
い
て
は
拙
稿
「
上
代
墓
誌
に
お
け
る
文
学
性
　
―
文
飾
と
様
式
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
文

学
・
語
学
』
二
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
八
月
）を
参
照
。

37	

山
崎
一
雄
氏
「
樹
下
美
人
図
（
鳥
毛
立
女
屏
風
）」（
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
の
絵
画
』

一
九
六
八
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
）

（
令
和
六
年
一
月
三
十
日
受
理
）
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inconsistencies. However, some Waka remain as they were written at the time.

      On the other hand, Kanshi are in literary works such as Kaifūsō and historical materials. In particular, 

Kaifūsō contains over 120 Kanshi from the Asuka to Nara periods. Kanshi can also be found on wooden tablets, 

archives of the Shosoin, or epigraphs. However, since Kanshi are less studied compared to Waka, there are 

many unknown aspects.

						This paper provides an overview of the history and current state of research on Kanshi from the Asuka to 

Nara periods and discusses the direction of future research. It first organizes and criticizes previous research 

on Kanshi in Kaifūsō and historical materials from the Asuka to Nara periods. It then argues that although the 

research on Kanshi lags behind that of other literary works of the same period such as the Manyōshū, steady 

progress is being made. Finally, it discusses the importance of exploring Kanshi in the context of international 

relations in East Asia for developing an understanding of Kanshi studies, and for examining the uniqueness of 

Japanese Kanshi in the Asuka to Nara periods.
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